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受章報告
 P4 瑞宝中綬章（令和4年秋の叙勲 教育研究功労） 谷河精規先生 （学15期）

受賞報告
 P5 第44回 日本内分泌学会研究奨励賞 坂東弘教先生 （学56期）

学会報告
　P6 第7回 日本ＤＣＤ学会学術集会を終えて 柏木 充 （学49期）

支部だより
 P9 令和6年度 仁泉会東日本支部総会のご報告 井利雅信 （学37期）
 P11 令和6年度 仁泉会大阪府支部連合会支部長会報告 村木宏要 （学27期）
 P12 高槻支部総会・懇親会報告 峰晴昭仁 （学47期）
 P16 第3回 大阪医科薬科大学女性医師の会 森田利江 （学28期）
  総会の開催報告
 P18 仁泉会阿倍野支部納涼会の報告 西口昌樹 （学49期）
 P19 令和6年度 仁泉会神戸支部支部総会報告 藤田能久 （学47期）
 P21 2024年「仁泉会姫路（播州会）地区総会・ 岡村信介 （学23期）
  講演会・懇親会」報告
 P22 令和5年度 仁泉会香川県支部総会のご報告 安賀文俊 （学51期）

仁泉ひろば
 P24 「南病院長お疲れ様会」ご報告 後藤昌弘 （学42期）
 P26 第74回日本東洋医学会学術総会に 千福貞博 （学32期）
  関するお礼と講演要旨集の販売について
　P27 大阪医科薬科大学医学部野球部新入生歓迎会 村野実之 （学41期）
  ＆球仁会（野球部OB会）を開催致しました。
　P28 大阪医科薬科大学柔道部柔友会総会 南 敏明 （学36期）
  ・新歓コンパの開催報告

寄稿
 P30 下咽頭がんで声を失ったリハ医が、 太田利夫 （学31期）
  がんと共存していくと思えるまで
  ～生きていくには社会参加が必要だ！～

開業情報
　P32 開業しました！ 辰巳嘉章先生 （学46期）
　P34 開業しました！ 松浦峻行先生 （学61期）

　P36 会員著書 酒谷 薫 （学30期）
　P37 冊子切抜 根本慎太郎先生
　P38 新聞切抜 森脇真一先生 （学35期）
　P39 新聞切抜 川端信司先生 （学43期）
　P40 新聞切抜 上迫隼太先生 （学65期）
　P41 新聞切抜 根本慎太郎先生
　P42 まんが第69回 湯たんぽん太 （学31期）

本部だより
 P43 西医体壮行会　開催報告
  会員訃報
 P44 編集後記
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受賞・受章の際は編集部にお知らせください
各地での喜びの受賞・受章等がございましたら、事務局あてに書面、新聞などをお送り下さい。
FAX、メールでのお知らせも歓迎いたします。本誌にて広く紹介させていただきます。　編集係

仁泉会事務局 TEL ／ 072-682-6166　FAX ／ 072-682-6636
e-mail ／ jimu@jinsenkai.net

ご開業の際は
編集部にお知らせください
新規でご開業された会員諸先生方がおられましたら
事務局までお知らせください。（自薦・他薦は問いません）

仁泉会事務局 TEL ／ 072-682-6166　FAX ／ 072-682-6636
e-mail ／ jimu@jinsenkai.net

谷河精規先生（学15期）
　　瑞宝中綬章（令和4年秋の叙勲 教育研究功労）

受 章 報 告

下記の先生の受章が判明いたしました。

母校として慶事でありますので、ここにご報告させていただきます。

受賞のコメント
　この度は、歴史ある日本内分泌学会研究奨励賞を受
賞いたしました。学生時代の病棟実習から、内分泌代
謝領域に興味を持ち、現在に至るまで同領域を専攻し
ております。今回の受賞は、本邦から提唱し得た、『腫
瘍随伴自己免疫性下垂体炎』という下垂体疾患の新規
概念に対して選出いただいたものです（初期の研究成
果に関して、２０１７年に若手研究奨励賞（ＹＩＡ）受賞）。
この概念は一般的な後天性下垂体機能低下症のみなら
ず、近年増加している免疫チェックポイント阻害薬関連
下垂体炎の病態を理解する上でも重要な知見になって
いるのではないかと考えております。今後も研究の発展と、
本邦で少ない内分泌領域の人材育成に尽力してまいり
ます。

坂東弘教

受 賞 報 告
日本内分泌学会にて、第 44 回 日本内分泌学会研究奨励賞を坂東弘教先生（学 56 期、神戸大学医

学部附属病院 糖尿病・内分泌内科）が受賞されましたので、ご報告申し上げます。

研究名：『腫瘍随伴症候群関連下垂体炎』の概念提唱から展開する下垂体疾患の病態解明
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　この度、第７回日本ＤＣＤ学会学術集会を２０２４年４月
２０日（土）、２１日（日）の２日間、高槻城公園芸術文
化センターにおいて開催しました。開催にあたり大阪医
科薬科大学仁泉会からご支援をいただき、誠に有難う
ございました。お陰様で現地開催、オンデマンド配信と
もに無事終了することができましたことを厚く御礼申し上
げます。
　日本ＤＣＤ学会（日本発達性協調運動障害学会）は
発達性協調運動症／発達性協調運動障害（運動が苦
手で不器用なことが特徴）及びその近縁障害への治療、
療育、保育・教育、支援の発展に寄与することを目的

第７回
日本ＤＣＤ学会学術集会を終えて

に２０１６年に設立された全国規模の学会で、医師のみ
ではなく、作業療法士、心理士、教育、福祉、療育
関係者など多職種の会員が属しています。
　今回の学術集会のテーマは、「不器用さへの探求と
支援 －医療・療育・教育・福祉の現場から－」としま
した（図１）。ＤＣＤの持つ不器用さに対して、研究的な
側面から今後の展望も含めてどのようなことが明らかに
なっているのか、また、それぞれの現場において、実際
どのような支援が行われ、何がトピックなのかを学んでい
ただく機会になることを目指しました。そのテーマの通り、
特別講演、教育講演やシンポジウムでは、ＤＣＤに関して
病態から実践まで、様々な分野からの最新の知見に触
れられる示唆に富むご講演をいただきました。特にシンポ
ジウムでは、シンポジストや参加者間で活発な意見交換
が行われました。また、今回、新たに症例検討のセッショ
ンを企画し、症例検討を通して、具体的で実践的な内
容に切り込み、各分野の目線で議論され、参加者にとっ
ても問題解決の一助となったのではと考えております。
一般演題では、若手優秀演題賞を設け、懇親会で授
賞式も行いました。今後も、若手の先生方の積極的な
参加につながればと考えております。支援のアプローチ
の関するセミナーも開催し、エビデンスのある支援アプ
ローチが広がる機会となったと考えております（図２）。

文責／第７回日本ＤＣＤ学会学術集会大会長　
　　　柏木 充（平成 12 年卒・学 49 期）
　　　（市立ひらかた病院 小児科 部長／
　　　大阪医科薬科大学医学部医学科 小児科学 
　　　非常勤医師）

　本学術集会では、現地開催とオンデマンド配信を行い、
６０２名（現地参加２２９名、オンデマンド参加３７３名）、
イブニングセミナー１１５名に参加していただきました。学
会会場の空き状況より、九州での日本小児科学会と同時
期の開催となりましたが、小児科の同門の先生方にも、
学会参加登録や講演の講師をしていただくなど温かいご
支援を心より感謝しております。また、小児科学教室の
芦田明教授には、九州の地より、リモート参加でランチョ
ンセミナーの座長をしていただき、ありがとうございました
（図３）。
　最新の知見を持つ演者の話を直接聞く、かつ質問や
演者同士の討論もきける貴重な機会となり、ＤＣＤに長年携
わってこられた方にも、ＤＣＤについてこれから学んでいこう
とされている方にも、大変有益だったとご好評をいただき
ました。開催に当たり様々なサポートをして下さいました
方々、本当にありがとうございました（図４, ５）。
　神経発達症としてのＤＣＤの認知度はまだまだ高くありま
せんが、ひと昔と比較しますと少しずつではありますが浸
透してきているのではないかと感じています。本学術集会
が、医療・療育・教育・福祉の分野においてＤＣＤに
携わる皆様にとって実り多きものとなり、ＤＣＤの子どもたち
へ、よりよい生活、ひいては幸せに過ごすために必要な
援助を届らけられるよう、支援の拡がりを後押しする一助
になったことを願っております。

図 2  学術集会日程表図 1  学術集会ポスター
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　この度、第７回日本ＤＣＤ学会学術集会を２０２４年４月
２０日（土）、２１日（日）の２日間、高槻城公園芸術文
化センターにおいて開催しました。開催にあたり大阪医
科薬科大学仁泉会からご支援をいただき、誠に有難う
ございました。お陰様で現地開催、オンデマンド配信と
もに無事終了することができましたことを厚く御礼申し上
げます。
　日本ＤＣＤ学会（日本発達性協調運動障害学会）は
発達性協調運動症／発達性協調運動障害（運動が苦
手で不器用なことが特徴）及びその近縁障害への治療、
療育、保育・教育、支援の発展に寄与することを目的

に２０１６年に設立された全国規模の学会で、医師のみ
ではなく、作業療法士、心理士、教育、福祉、療育
関係者など多職種の会員が属しています。
　今回の学術集会のテーマは、「不器用さへの探求と
支援 －医療・療育・教育・福祉の現場から－」としま
した（図１）。ＤＣＤの持つ不器用さに対して、研究的な
側面から今後の展望も含めてどのようなことが明らかに
なっているのか、また、それぞれの現場において、実際
どのような支援が行われ、何がトピックなのかを学んでい
ただく機会になることを目指しました。そのテーマの通り、
特別講演、教育講演やシンポジウムでは、ＤＣＤに関して
病態から実践まで、様々な分野からの最新の知見に触
れられる示唆に富むご講演をいただきました。特にシンポ
ジウムでは、シンポジストや参加者間で活発な意見交換
が行われました。また、今回、新たに症例検討のセッショ
ンを企画し、症例検討を通して、具体的で実践的な内
容に切り込み、各分野の目線で議論され、参加者にとっ
ても問題解決の一助となったのではと考えております。
一般演題では、若手優秀演題賞を設け、懇親会で授
賞式も行いました。今後も、若手の先生方の積極的な
参加につながればと考えております。支援のアプローチ
の関するセミナーも開催し、エビデンスのある支援アプ
ローチが広がる機会となったと考えております（図２）。

　本学術集会では、現地開催とオンデマンド配信を行い、
６０２名（現地参加２２９名、オンデマンド参加３７３名）、
イブニングセミナー１１５名に参加していただきました。学
会会場の空き状況より、九州での日本小児科学会と同時
期の開催となりましたが、小児科の同門の先生方にも、
学会参加登録や講演の講師をしていただくなど温かいご
支援を心より感謝しております。また、小児科学教室の
芦田明教授には、九州の地より、リモート参加でランチョ
ンセミナーの座長をしていただき、ありがとうございました
（図３）。
　最新の知見を持つ演者の話を直接聞く、かつ質問や
演者同士の討論もきける貴重な機会となり、ＤＣＤに長年携
わってこられた方にも、ＤＣＤについてこれから学んでいこう
とされている方にも、大変有益だったとご好評をいただき
ました。開催に当たり様々なサポートをして下さいました
方々、本当にありがとうございました（図４, ５）。
　神経発達症としてのＤＣＤの認知度はまだまだ高くありま
せんが、ひと昔と比較しますと少しずつではありますが浸
透してきているのではないかと感じています。本学術集会
が、医療・療育・教育・福祉の分野においてＤＣＤに
携わる皆様にとって実り多きものとなり、ＤＣＤの子どもたち
へ、よりよい生活、ひいては幸せに過ごすために必要な
援助を届らけられるよう、支援の拡がりを後押しする一助
になったことを願っております。

図 5  学会終了後の記念写真（スタッフとともに）

図４  閉会挨拶

図 3  ランチョンセミナーの座長をして下さいました
　　 大阪医科薬科大学小児科  芦田 明教授

　令和６年６月８日土曜日、昨年とはうってかわって、初
夏を思わせる陽気の中、令和６年度の仁泉会東日本支
部総会を東京国際フォーラムにあります東天紅で開催い
たしました。コロナ禍があけて２年目の総会となりました
が、総勢１９名が参加し，お忙しい中、大学からは、
安藤嗣彦仁泉会理事長（学２０期）と内山和久医学部
学部長（学３２期）の両先生にお越しいただきました。
　前半の総会は、司会および開会の辞は東日本支部長
の中嶋秀人先生（学３７期）がおこない、物故会員の
宮島良夫（学９期）と高沢 仁（学２５期）両先生に黙
祷を捧げました。次に理事長の安藤先生、さらに医学
部学部長の内山先生にご挨拶をいただき、大学の現況
や医師国家試験の合格状況、進行中の病院新本館建
築プロジェクト、創立１００周年に向けた取り組みなどに

令和６年度
仁泉会東日本支部総会のご報告

文責／仁泉会東日本支部　
　　　副支部長　井利雅信（学 37期）

R６．６．８
於：東京国際フォーラム　東天紅

ついてご説明いただきました。
　その後、収支報告などを行った後、本日のメインイベン
トの特別講演に移りました。今回は、国立成育医療セン
ター総合診療科部長の永井 章先生（学３８期）にご講
演をしていただきました。永井先生は今年の９月に第４２
回日本小児心身医学会学術集会大会長を務められると
いうことで、「思春期の心と体の問題を巡って」と題して
起立性調節障害、発達障害、機能性障害、小児の睡
眠障害などを中心にお話しいただきましたが、起立性調
節障害の診断や概念の確立に関しては大阪医科大学小
児科が大きな貢献をされたことも改めてうかがい、会員一
同、普段我々がほとんど診療しない小児科医療について
感心しながら拝聴いたしました。閉会の辞を私、副支部
長の井利雅信（学３７期）がおこなって総会を終了し、
最後に全員で記念撮影も行いました。
　総会に続いて、後半の懇親会に移りました。最初に、
支部長の中嶋先生よりご挨拶があり、乾杯の音頭を、
出席者の中で最年長の高島俊夫先生（学２１期）にとっ
ていただき、しばし中華料理を食べながら歓談となりまし
た。懇親会の終盤には会員一人ひとり、近況報告など
を行っていただきましたが、今回は大学卒業して医師３
年目になる中村 仁先生（学７１期）に参加していただい
たこともあって、とても盛り上がりました。最後に学歌斉
唱を行って、１年後の再会を誓って、閉会となりました。

（敬称略）
2列目左から　小池、坂東、畑中、佐藤、永井、岩尾、橘田、中村、平川、岡田
1列目左から　岸田、高島、中嶋、安藤理事長、内山医学部学部長、益永、井利
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仁泉会大阪府支部連合会
秋季学術講演会（仁泉会 in 近畿）開催のお知らせ

日時：令和 6年 11 月 9 日（土）午後 4時（予定）

場所：ホテルグランヴィア大阪（予定）

本年も仁泉会大阪府支部連合会の学術講演会を下記にて開催いたします。

今からご予定にお加えいただき、多数ご参加を賜りますよう

よろしくお願い申し上げます。

仁泉会大阪府支部連合会

会長　霜野　良一

出席者
〈本部役員〉
安藤嗣彦先生 （学 20 期）：大阪医科薬科大学仁泉会理事長
内山和久先生 （学 32 期）：大阪医科薬科大学医学部学部長
中嶋秀人先生 （学 37 期）：日本大学医学部内科学系神経内科学分野教授
〈東日本支部会員〉
岸田修二先生 （学 21 期）：成田富里徳洲会病院脳神経内科部長
高島俊夫先生 （学 21 期）：長野県医師会参与・松本市医師会顧問
益永陽子先生 （学 23 期）：横田マタニティーホスピタル
橘田輝雄先生 （学 24 期）：介護老人保健施設ほほえみの丘
平川 賢先生 （学 24 期）：平川胃腸クリニック院長
岡田 定先生 （学 30 期）：おうちで笑顔クリニック
井利雅信先生 （学 37 期）：イムス東京葛飾総合病院消化器内科部長
永井 章先生 （学 38 期）：国立成育医療センター総合診療科部長
岩尾憲明先生 （学 39 期）：順天堂大学医学部付属静岡病院血液内科准教授
畑中正行先生 （学 40 期）：行徳総合病院院長
木本 篤先生 （学 42 期）：木本胃腸クリニック院長
佐藤英一先生 （学 42 期）：新松戸中央総合病院副院長
小池雄太先生 （学 48 期）：荻窪病院糖尿病内科医長
坂東重浩先生 （学 53 期）：坂東クリニック院長（泌尿器）
中村 仁先生 （学 71 期）：帝京大学医学部脳神経内科医員
〈事務局〉
牧山夕子様

　令和６年５月１１日（土）ホテルグランヴィア大阪にて、
令和６年度の仁泉会大阪府支部連合会支部長会が開
催されました。当日は２８名の出席をいただきました。
　司会の大植 睦先生（学４０期）の開会挨拶後、会
長の霜野良一先生（学２８期）よりご挨拶がありました。
霜野会長は理事の奥村隆司先生（学３１期）を中心に
広報委員会がたちあがっており、大阪府連を知っていた
だく活動を引き続き継続していく事や、令和６年度からは
秋の学術講演会に加え、新たに産業医講習会を開催
することを報告されました。
　ご来賓の仁泉会理事長の安藤嗣彦先生（学２０期）
にもご臨席をいただき、大学の近況や仁泉会全体の状
況をお話いただきました。
　続いて令和５年度庶務報告を副会長の御前 治先生
（学３３期）、事業報告を同じく副会長の大西洋一郎先
生（学２５期）が行われました。議事に入り、令和５年
度収支決算報告及び令和６年度収支予算案を理事の
上野 豊先生（学２７期）が行い承認されました。令和
６年度の事業計画案は大西副会長が行われこちらも承
認されました。議事は以上で終了しました。その後、理
事の奥村隆司先生より大阪府下の会員の人数報告と、
会費の納入率について資料を使ってご説明をいただきま

令和 6年度仁泉会大阪府支部連合会
支部長会報告

文責／村木宏要（学 27期）

した。理事の福本敏子先生（学２４期）からは、今年
度に新たに実施する産業医講習会について開催概要の
ご報告をいただきました。仁泉会の先生には、仁泉会
ニュースを通じて早めに応募のご案内をさせていただく
予定にしております。
　その後、出席いただいた各支部長の先生の自己紹介
と支部の活動や現状について短くご報告をいただきまし
た。先生方のお話では参加会員を増やすべく色 と々ご
苦労をされているご様子でした。しかし、各支部での活
動を活発にしていこうと意気込みがひしひしと伝わって参
りました。
　最後に、御前副会長の閉会の辞を経て支部長会は
終了いたしました。終了後は懇親会に場所をうつし、出
席最年長の佐藤公彦先生（学１２期）のご発声による
乾杯で始まり、和気藹々の雰囲気の中、最近の医療情
勢から学生時代やクラブの話まで話題は多岐にわたり、
あっという間に時間となりお開きとなりました。
　今後、大阪府連では秋季学術講演会を１１月９日（土）
に、産業医講習会を令和７年２月８日（土）に開催を予
定しております。多数の同窓の先生のご参加をお待ちし
ております。

１）令和６年度大阪府連秋季学術講演会（仁泉会 in
近畿）

　  令和６年１１月９日（土）午後４時～
　  場所：ホテルグランヴィア大阪

２）産業医講習会
　  令和７年２月８日（土）午後３時～午後５時
　  場所：大阪府医師協同組合　８階　大ホール
　  ※生涯研修（専門）２単位申請中

　令和６年６月１５日（土）、ホテルアベストグランデ高槻
にて仁泉会高槻支部総会・懇親会が開催されました。
御来賓１４名、会員３５名、仁泉会特別会員３名、支
部特別会員６名の計５８名の先生に出席していただきま
した。
　総会では、合田公志先生が司会を務め、議事に先
立ち前年度物故会員となられた田崎晴彦先生、梅原 
稔先生、田中源重先生、三木正之先生、今中政支先生、
今津好秀先生、愛宕利英先生に対し、黙祷を行いまし
た。最初に仁泉会高槻支部長 保田 浩先生より、全国
の支部の中で高槻支部はその中心で大きな役割を担っ
ており、新入会員にしっかり参加して頂いて盛大に支部
会を開催していきたいこと、また今後支部の仁泉会会員
が減少していく中で、支部独自の取り組みとして、他大
学出身であっても大阪医科薬科大学の医局にて長く勤
務された方を支部特別会員として懇親会にお招きしてい
ることを述べられました。そして仁泉会理事長 安藤嗣彦
先生よりご挨拶と全国の仁泉会の現状のご報告をいた
だきました。総会議事として令和５年度収支決算につい
て幹事の峰晴昭仁、監事の稲毛昭彦先生より説明があ

り承認されました。続いて役員改選について、支部長 
保田 浩先生、副支部長 新井基弘先生、幹事 中小路
隆裕先生、合田公志先生、峰晴昭仁、白石将史先生、
監事 櫟原茂之先生、稲毛昭彦先生が再選されました。
新幹事として本郷仁志先生が選出され、承認されました。

　学術講演会では、昨年
４月より新しく一般・消化器
外科学教室教授になられ
た李相雄先生より「外科
技術の進歩」のタイトルで
御講演いただきました。座
長は副支部長 新井基弘
先生に務めていただきまし
た。内容としては、消化器
外科手術において行われ

ていた予防的拡大郭清や脾臓摘出や網嚢切除などは、
それらを行わなかった群と比較して予後に有意な差がな
かったこと、開腹手術と腹腔鏡手術では術後成績に有
意な差がなかったこと、合併症を起こさない安全性の高
い手術が予後の改善に寄与することなど、これまでの臨
床データ解析や世界的に評価されているダッチトライアル
にて判明したため、郭清範囲の見直しがおこなわれ、さ
らに安全性の高い術式を選択するようになったこと、そし
て胸部外科の勝間田教授と共同で進行した食道がんの
難しい手術が安全で確実に行われたことをビデオで供覧
させていただきました。また、消化器外科を専攻する医
師が減少していることへの危機感を持っており、消化器
外科の魅力を伝えるためにロボット手術のハンズオンセミ
ナーなどを開催するなど対策を講じておられることを説明
されました。わかりやすく勉強になる講演をしていただき
ました。
　懇親会は峰晴昭仁の司会で、支部長 保田 浩先生
の開会挨拶で始まりました。大阪医科薬科大学理事長、
植木 實先生より、新病院Ｂ棟や病態モデル先端研究施
設の建設の進捗状況につ
いてご説明いただきました。
大阪医科薬科大学学長、
佐野浩一先生は所用でご
欠席され、お預かりした挨
拶文にて、公募制推薦入
試のトライアルを開始したこ
と、医療人養成課程のコ
アカリキュラム化が進む中
でカリキュラムと教育体制

の一層整理を検討している
こと、研究面ではＢＮＣＴは
世界をリードしていること、
本学は全国で唯一、文科
省の大学改革総合支援事
業のすべてのタイプに採択
された大学であることを司
会が代読しました。大阪
医科薬科大学医学部長、
内山和久先生より国家試
験の合格率、試験の難易度やボーダーラインが上がっ
ていること、今年の６年生はコロナ禍で解剖実習ができ
なかった、学校で試験をうけることもできなかったなど勉

強環境が整わず可哀想で
あったが、国家試験合格
率を下げないように頑張っ
てほしいことをご説明いた
だきました。大阪医科薬科
大学病院長、勝間田敬弘
先生より教授就任から２０
年経過し、１６年は副病院
長として５名の病院長をサ
ポートされたこと内山病院

長の時には大阪北部地震、台風２１号、大規模停電な
ど災害対策でご苦労あったこと、南病院長の時にはコロ
ナ禍でご苦労あったこと、今は医師の働き方改革で苦
労があること、時間外労働の医師が４月の時点で５名出
て全員が外科系医師であること、患者さんのために働
いているのに責められているようで辛いが、時間外が出
ないように取り組んでいくことをお話いただきました。
　その後高槻市医師会会長、保田 浩先生よりお言葉
をいただき、冨士原 彰先生による乾杯のご発声で開宴
となりました。御来賓の母校教授の李 相雄先生、星賀
正明先生、小野 富三人先生、南 敏明先生、花岡伸
治先生、上田 英一郎先
生、金沢徹文先生、鈴木
富雄先生より近況報告や
ご挨拶をいただきました。
海外出張のため出席でき
なかった新整形外科教授
の大槻周平先生は司会が
預かったご挨拶文を代読し
ました。

　米寿のお祝いを丸山俊郎先生、傘寿のお
祝いを吉田政雄先生、長谷川博之先生に、
喜寿のお祝いを木野昌也先生、櫟原茂之先
生、出口寛文先生、大津彌平先生、坂本好
治先生、後藤研三先生、近藤敬一郎先生に、
古希のお祝いを小林一朗先生、松井昭彦先
生、豊田勝弘先生、加藤公生先生、米田博
先生、村尾 仁先生にさせていただきました。
代表で丸山俊郎先生にご挨拶をいただきまし
た。本郷仁志先生の司会で初参加の先生方
である村尾 仁先生、後藤昌弘先生、西原賢
太郎先生、奥平 尊先生、仁泉会特別会員
の甲斐史敏先生、高槻支部特別会員の竹内 
望先生、竹内利寿先生に自己紹介していただ
きました。
　最後に副支部長の新井基弘先生より高槻
支部の今後益々の発展にかける力強いお言葉
で閉会しました。会員の先生方、また特別会

員の先生にも、
多数ご参加いた
だき、感謝いた
します。来年も
多くの先生方の
ご参加をお待ち
しております。
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　令和６年６月１５日（土）、ホテルアベストグランデ高槻
にて仁泉会高槻支部総会・懇親会が開催されました。
御来賓１４名、会員３５名、仁泉会特別会員３名、支
部特別会員６名の計５８名の先生に出席していただきま
した。
　総会では、合田公志先生が司会を務め、議事に先
立ち前年度物故会員となられた田崎晴彦先生、梅原 
稔先生、田中源重先生、三木正之先生、今中政支先生、
今津好秀先生、愛宕利英先生に対し、黙祷を行いまし
た。最初に仁泉会高槻支部長 保田 浩先生より、全国
の支部の中で高槻支部はその中心で大きな役割を担っ
ており、新入会員にしっかり参加して頂いて盛大に支部
会を開催していきたいこと、また今後支部の仁泉会会員
が減少していく中で、支部独自の取り組みとして、他大
学出身であっても大阪医科薬科大学の医局にて長く勤
務された方を支部特別会員として懇親会にお招きしてい
ることを述べられました。そして仁泉会理事長 安藤嗣彦
先生よりご挨拶と全国の仁泉会の現状のご報告をいた
だきました。総会議事として令和５年度収支決算につい
て幹事の峰晴昭仁、監事の稲毛昭彦先生より説明があ

高槻支部総会・懇親会報告

文責／峰晴昭仁（学 47期）

り承認されました。続いて役員改選について、支部長 
保田 浩先生、副支部長 新井基弘先生、幹事 中小路
隆裕先生、合田公志先生、峰晴昭仁、白石将史先生、
監事 櫟原茂之先生、稲毛昭彦先生が再選されました。
新幹事として本郷仁志先生が選出され、承認されました。

　学術講演会では、昨年
４月より新しく一般・消化器
外科学教室教授になられ
た李相雄先生より「外科
技術の進歩」のタイトルで
御講演いただきました。座
長は副支部長 新井基弘
先生に務めていただきまし
た。内容としては、消化器
外科手術において行われ

ていた予防的拡大郭清や脾臓摘出や網嚢切除などは、
それらを行わなかった群と比較して予後に有意な差がな
かったこと、開腹手術と腹腔鏡手術では術後成績に有
意な差がなかったこと、合併症を起こさない安全性の高
い手術が予後の改善に寄与することなど、これまでの臨
床データ解析や世界的に評価されているダッチトライアル
にて判明したため、郭清範囲の見直しがおこなわれ、さ
らに安全性の高い術式を選択するようになったこと、そし
て胸部外科の勝間田教授と共同で進行した食道がんの
難しい手術が安全で確実に行われたことをビデオで供覧
させていただきました。また、消化器外科を専攻する医
師が減少していることへの危機感を持っており、消化器
外科の魅力を伝えるためにロボット手術のハンズオンセミ
ナーなどを開催するなど対策を講じておられることを説明
されました。わかりやすく勉強になる講演をしていただき
ました。
　懇親会は峰晴昭仁の司会で、支部長 保田 浩先生
の開会挨拶で始まりました。大阪医科薬科大学理事長、
植木 實先生より、新病院Ｂ棟や病態モデル先端研究施
設の建設の進捗状況につ
いてご説明いただきました。
大阪医科薬科大学学長、
佐野浩一先生は所用でご
欠席され、お預かりした挨
拶文にて、公募制推薦入
試のトライアルを開始したこ
と、医療人養成課程のコ
アカリキュラム化が進む中
でカリキュラムと教育体制

の一層整理を検討している
こと、研究面ではＢＮＣＴは
世界をリードしていること、
本学は全国で唯一、文科
省の大学改革総合支援事
業のすべてのタイプに採択
された大学であることを司
会が代読しました。大阪
医科薬科大学医学部長、
内山和久先生より国家試
験の合格率、試験の難易度やボーダーラインが上がっ
ていること、今年の６年生はコロナ禍で解剖実習ができ
なかった、学校で試験をうけることもできなかったなど勉

強環境が整わず可哀想で
あったが、国家試験合格
率を下げないように頑張っ
てほしいことをご説明いた
だきました。大阪医科薬科
大学病院長、勝間田敬弘
先生より教授就任から２０
年経過し、１６年は副病院
長として５名の病院長をサ
ポートされたこと内山病院

長の時には大阪北部地震、台風２１号、大規模停電な
ど災害対策でご苦労あったこと、南病院長の時にはコロ
ナ禍でご苦労あったこと、今は医師の働き方改革で苦
労があること、時間外労働の医師が４月の時点で５名出
て全員が外科系医師であること、患者さんのために働
いているのに責められているようで辛いが、時間外が出
ないように取り組んでいくことをお話いただきました。
　その後高槻市医師会会長、保田 浩先生よりお言葉
をいただき、冨士原 彰先生による乾杯のご発声で開宴
となりました。御来賓の母校教授の李 相雄先生、星賀
正明先生、小野 富三人先生、南 敏明先生、花岡伸
治先生、上田 英一郎先
生、金沢徹文先生、鈴木
富雄先生より近況報告や
ご挨拶をいただきました。
海外出張のため出席でき
なかった新整形外科教授
の大槻周平先生は司会が
預かったご挨拶文を代読し
ました。

　米寿のお祝いを丸山俊郎先生、傘寿のお
祝いを吉田政雄先生、長谷川博之先生に、
喜寿のお祝いを木野昌也先生、櫟原茂之先
生、出口寛文先生、大津彌平先生、坂本好
治先生、後藤研三先生、近藤敬一郎先生に、
古希のお祝いを小林一朗先生、松井昭彦先
生、豊田勝弘先生、加藤公生先生、米田博
先生、村尾 仁先生にさせていただきました。
代表で丸山俊郎先生にご挨拶をいただきまし
た。本郷仁志先生の司会で初参加の先生方
である村尾 仁先生、後藤昌弘先生、西原賢
太郎先生、奥平 尊先生、仁泉会特別会員
の甲斐史敏先生、高槻支部特別会員の竹内 
望先生、竹内利寿先生に自己紹介していただ
きました。
　最後に副支部長の新井基弘先生より高槻
支部の今後益々の発展にかける力強いお言葉
で閉会しました。会員の先生方、また特別会

員の先生にも、
多数ご参加いた
だき、感謝いた
します。来年も
多くの先生方の
ご参加をお待ち
しております。

保田支部長（左）安藤嗣彦仁泉会理事長（右）

李 相雄先生

植木 實理事長

内山和久医学部長

勝間田敬弘病院長

富士原 彰先生

星賀正明先生

小野富三人先生

南 敏明先生

花岡伸治先生

金沢徹文先生

上田英一郎先生

鈴木富雄先生
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　令和６年６月１５日（土）、ホテルアベストグランデ高槻
にて仁泉会高槻支部総会・懇親会が開催されました。
御来賓１４名、会員３５名、仁泉会特別会員３名、支
部特別会員６名の計５８名の先生に出席していただきま
した。
　総会では、合田公志先生が司会を務め、議事に先
立ち前年度物故会員となられた田崎晴彦先生、梅原 
稔先生、田中源重先生、三木正之先生、今中政支先生、
今津好秀先生、愛宕利英先生に対し、黙祷を行いまし
た。最初に仁泉会高槻支部長 保田 浩先生より、全国
の支部の中で高槻支部はその中心で大きな役割を担っ
ており、新入会員にしっかり参加して頂いて盛大に支部
会を開催していきたいこと、また今後支部の仁泉会会員
が減少していく中で、支部独自の取り組みとして、他大
学出身であっても大阪医科薬科大学の医局にて長く勤
務された方を支部特別会員として懇親会にお招きしてい
ることを述べられました。そして仁泉会理事長 安藤嗣彦
先生よりご挨拶と全国の仁泉会の現状のご報告をいた
だきました。総会議事として令和５年度収支決算につい
て幹事の峰晴昭仁、監事の稲毛昭彦先生より説明があ

り承認されました。続いて役員改選について、支部長 
保田 浩先生、副支部長 新井基弘先生、幹事 中小路
隆裕先生、合田公志先生、峰晴昭仁、白石将史先生、
監事 櫟原茂之先生、稲毛昭彦先生が再選されました。
新幹事として本郷仁志先生が選出され、承認されました。

　学術講演会では、昨年
４月より新しく一般・消化器
外科学教室教授になられ
た李相雄先生より「外科
技術の進歩」のタイトルで
御講演いただきました。座
長は副支部長 新井基弘
先生に務めていただきまし
た。内容としては、消化器
外科手術において行われ

ていた予防的拡大郭清や脾臓摘出や網嚢切除などは、
それらを行わなかった群と比較して予後に有意な差がな
かったこと、開腹手術と腹腔鏡手術では術後成績に有
意な差がなかったこと、合併症を起こさない安全性の高
い手術が予後の改善に寄与することなど、これまでの臨
床データ解析や世界的に評価されているダッチトライアル
にて判明したため、郭清範囲の見直しがおこなわれ、さ
らに安全性の高い術式を選択するようになったこと、そし
て胸部外科の勝間田教授と共同で進行した食道がんの
難しい手術が安全で確実に行われたことをビデオで供覧
させていただきました。また、消化器外科を専攻する医
師が減少していることへの危機感を持っており、消化器
外科の魅力を伝えるためにロボット手術のハンズオンセミ
ナーなどを開催するなど対策を講じておられることを説明
されました。わかりやすく勉強になる講演をしていただき
ました。
　懇親会は峰晴昭仁の司会で、支部長 保田 浩先生
の開会挨拶で始まりました。大阪医科薬科大学理事長、
植木 實先生より、新病院Ｂ棟や病態モデル先端研究施
設の建設の進捗状況につ
いてご説明いただきました。
大阪医科薬科大学学長、
佐野浩一先生は所用でご
欠席され、お預かりした挨
拶文にて、公募制推薦入
試のトライアルを開始したこ
と、医療人養成課程のコ
アカリキュラム化が進む中
でカリキュラムと教育体制

の一層整理を検討している
こと、研究面ではＢＮＣＴは
世界をリードしていること、
本学は全国で唯一、文科
省の大学改革総合支援事
業のすべてのタイプに採択
された大学であることを司
会が代読しました。大阪
医科薬科大学医学部長、
内山和久先生より国家試
験の合格率、試験の難易度やボーダーラインが上がっ
ていること、今年の６年生はコロナ禍で解剖実習ができ
なかった、学校で試験をうけることもできなかったなど勉

強環境が整わず可哀想で
あったが、国家試験合格
率を下げないように頑張っ
てほしいことをご説明いた
だきました。大阪医科薬科
大学病院長、勝間田敬弘
先生より教授就任から２０
年経過し、１６年は副病院
長として５名の病院長をサ
ポートされたこと内山病院

長の時には大阪北部地震、台風２１号、大規模停電な
ど災害対策でご苦労あったこと、南病院長の時にはコロ
ナ禍でご苦労あったこと、今は医師の働き方改革で苦
労があること、時間外労働の医師が４月の時点で５名出
て全員が外科系医師であること、患者さんのために働
いているのに責められているようで辛いが、時間外が出
ないように取り組んでいくことをお話いただきました。
　その後高槻市医師会会長、保田 浩先生よりお言葉
をいただき、冨士原 彰先生による乾杯のご発声で開宴
となりました。御来賓の母校教授の李 相雄先生、星賀
正明先生、小野 富三人先生、南 敏明先生、花岡伸
治先生、上田 英一郎先
生、金沢徹文先生、鈴木
富雄先生より近況報告や
ご挨拶をいただきました。
海外出張のため出席でき
なかった新整形外科教授
の大槻周平先生は司会が
預かったご挨拶文を代読し
ました。

御来賓
安藤嗣彦先生 （仁泉会理事長 学２０期）
植木 實先生 （大阪医科薬科大学理事長 学１２期）
内山和久先生 （大阪医科薬科大学医学部長 学３２期）
勝間田 敬弘先生 （大阪医科薬科大学病院長）
星賀正明先生 （大阪医科薬科大学内科学Ⅲ教授 学３４期）
南 敏明先生 （大阪医科薬科大学麻酔科教授 学３６期）
小野 富三人先生 （大阪医科薬科大学生理学教授）
花岡伸治先生 （大阪医科薬科大学胸部外科教授）
李 相雄先生 （大阪医科薬科大学一般・消化器外科
  教授 学４４期）
金沢徹文先生 （大阪医科薬科大学精神科教授 学４９期）
上田 英一郎先生 （大阪医科薬科大学医療管理室
  特別職務担当教授 学４０期）
鈴木富雄先生 （大阪医科薬科大学地域総合医療
  特別職務担当教授 総合診療科科長）

小林一朗 （学２９期） 梁 壽男 （学２９期）
豊田昌夫 （学３０期） 稲毛昭彦 （学３１期）
保田 浩 （学３１期）  村尾 仁 （学３２期）
井上裕之 （学３３期） 新井基弘 （学３６期）
植田直樹 （学３６期） 陵本清剛 （学３６期）
下村裕章 （学３８期） 本郷仁志 （学３８期）
中小路 隆裕 （学４０期） 稲田泰之 （学４１期）
合田公志 （学４２期） 後藤昌弘 （学４２期）
小林稔弘 （学４３期） 川部伸一郎 （学４３期）
市岡従道 （学４５期） 辻 雄一郎 （学４７期）
西原賢太郎 （学４７期） 峰晴昭仁 （学４７期）
田中 覚 （学４８期） 紀 貴之 （学５０期）
大関道薫 （学５６期） 奥平 尊 （学５６期）
城戸晴規 （学５６期）

仁泉会特別会員（敬称略）
澤田賢市 （昭和５３年卒） 甲斐史敏 （平成９年卒）
大西恭子 （平成１２年卒）

高槻支部特別会員（敬称略）
村上詩郎 （昭和４９年卒） 服部 智 （平成５年卒）
竹内 望 （平成５年卒） 森田英次郎 （平成８年卒）
竹内利寿 （平成１０年卒） 櫟原崇宏 （平成１５年卒）

支部会員（敬称略）
丸山俊郎 （学１２期） 冨士原彰 （学１３期）
伊藤正尚 （学１８期） 石河清彦 （学２０期）
木野昌也 （学２０期） 大津彌平 （学２１期）
高松順太 （学２１期） 櫟原茂之 （学２２期）
芥川知明 （学２４期） 閔 庚燁 （学２８期）

　米寿のお祝いを丸山俊郎先生、傘寿のお
祝いを吉田政雄先生、長谷川博之先生に、
喜寿のお祝いを木野昌也先生、櫟原茂之先
生、出口寛文先生、大津彌平先生、坂本好
治先生、後藤研三先生、近藤敬一郎先生に、
古希のお祝いを小林一朗先生、松井昭彦先
生、豊田勝弘先生、加藤公生先生、米田博
先生、村尾 仁先生にさせていただきました。
代表で丸山俊郎先生にご挨拶をいただきまし
た。本郷仁志先生の司会で初参加の先生方
である村尾 仁先生、後藤昌弘先生、西原賢
太郎先生、奥平 尊先生、仁泉会特別会員
の甲斐史敏先生、高槻支部特別会員の竹内 
望先生、竹内利寿先生に自己紹介していただ
きました。
　最後に副支部長の新井基弘先生より高槻
支部の今後益々の発展にかける力強いお言葉
で閉会しました。会員の先生方、また特別会

員の先生にも、
多数ご参加いた
だき、感謝いた
します。来年も
多くの先生方の
ご参加をお待ち
しております。

初参加の先生方新井基弘副支部長

高槻支部新役員
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　令和６年６月１５日（土）、ホテルアベストグランデ高槻
にて仁泉会高槻支部総会・懇親会が開催されました。
御来賓１４名、会員３５名、仁泉会特別会員３名、支
部特別会員６名の計５８名の先生に出席していただきま
した。
　総会では、合田公志先生が司会を務め、議事に先
立ち前年度物故会員となられた田崎晴彦先生、梅原 
稔先生、田中源重先生、三木正之先生、今中政支先生、
今津好秀先生、愛宕利英先生に対し、黙祷を行いまし
た。最初に仁泉会高槻支部長 保田 浩先生より、全国
の支部の中で高槻支部はその中心で大きな役割を担っ
ており、新入会員にしっかり参加して頂いて盛大に支部
会を開催していきたいこと、また今後支部の仁泉会会員
が減少していく中で、支部独自の取り組みとして、他大
学出身であっても大阪医科薬科大学の医局にて長く勤
務された方を支部特別会員として懇親会にお招きしてい
ることを述べられました。そして仁泉会理事長 安藤嗣彦
先生よりご挨拶と全国の仁泉会の現状のご報告をいた
だきました。総会議事として令和５年度収支決算につい
て幹事の峰晴昭仁、監事の稲毛昭彦先生より説明があ

り承認されました。続いて役員改選について、支部長 
保田 浩先生、副支部長 新井基弘先生、幹事 中小路
隆裕先生、合田公志先生、峰晴昭仁、白石将史先生、
監事 櫟原茂之先生、稲毛昭彦先生が再選されました。
新幹事として本郷仁志先生が選出され、承認されました。

　学術講演会では、昨年
４月より新しく一般・消化器
外科学教室教授になられ
た李相雄先生より「外科
技術の進歩」のタイトルで
御講演いただきました。座
長は副支部長 新井基弘
先生に務めていただきまし
た。内容としては、消化器
外科手術において行われ

ていた予防的拡大郭清や脾臓摘出や網嚢切除などは、
それらを行わなかった群と比較して予後に有意な差がな
かったこと、開腹手術と腹腔鏡手術では術後成績に有
意な差がなかったこと、合併症を起こさない安全性の高
い手術が予後の改善に寄与することなど、これまでの臨
床データ解析や世界的に評価されているダッチトライアル
にて判明したため、郭清範囲の見直しがおこなわれ、さ
らに安全性の高い術式を選択するようになったこと、そし
て胸部外科の勝間田教授と共同で進行した食道がんの
難しい手術が安全で確実に行われたことをビデオで供覧
させていただきました。また、消化器外科を専攻する医
師が減少していることへの危機感を持っており、消化器
外科の魅力を伝えるためにロボット手術のハンズオンセミ
ナーなどを開催するなど対策を講じておられることを説明
されました。わかりやすく勉強になる講演をしていただき
ました。
　懇親会は峰晴昭仁の司会で、支部長 保田 浩先生
の開会挨拶で始まりました。大阪医科薬科大学理事長、
植木 實先生より、新病院Ｂ棟や病態モデル先端研究施
設の建設の進捗状況につ
いてご説明いただきました。
大阪医科薬科大学学長、
佐野浩一先生は所用でご
欠席され、お預かりした挨
拶文にて、公募制推薦入
試のトライアルを開始したこ
と、医療人養成課程のコ
アカリキュラム化が進む中
でカリキュラムと教育体制

の一層整理を検討している
こと、研究面ではＢＮＣＴは
世界をリードしていること、
本学は全国で唯一、文科
省の大学改革総合支援事
業のすべてのタイプに採択
された大学であることを司
会が代読しました。大阪
医科薬科大学医学部長、
内山和久先生より国家試
験の合格率、試験の難易度やボーダーラインが上がっ
ていること、今年の６年生はコロナ禍で解剖実習ができ
なかった、学校で試験をうけることもできなかったなど勉

強環境が整わず可哀想で
あったが、国家試験合格
率を下げないように頑張っ
てほしいことをご説明いた
だきました。大阪医科薬科
大学病院長、勝間田敬弘
先生より教授就任から２０
年経過し、１６年は副病院
長として５名の病院長をサ
ポートされたこと内山病院

長の時には大阪北部地震、台風２１号、大規模停電な
ど災害対策でご苦労あったこと、南病院長の時にはコロ
ナ禍でご苦労あったこと、今は医師の働き方改革で苦
労があること、時間外労働の医師が４月の時点で５名出
て全員が外科系医師であること、患者さんのために働
いているのに責められているようで辛いが、時間外が出
ないように取り組んでいくことをお話いただきました。
　その後高槻市医師会会長、保田 浩先生よりお言葉
をいただき、冨士原 彰先生による乾杯のご発声で開宴
となりました。御来賓の母校教授の李 相雄先生、星賀
正明先生、小野 富三人先生、南 敏明先生、花岡伸
治先生、上田 英一郎先
生、金沢徹文先生、鈴木
富雄先生より近況報告や
ご挨拶をいただきました。
海外出張のため出席でき
なかった新整形外科教授
の大槻周平先生は司会が
預かったご挨拶文を代読し
ました。

　米寿のお祝いを丸山俊郎先生、傘寿のお
祝いを吉田政雄先生、長谷川博之先生に、
喜寿のお祝いを木野昌也先生、櫟原茂之先
生、出口寛文先生、大津彌平先生、坂本好
治先生、後藤研三先生、近藤敬一郎先生に、
古希のお祝いを小林一朗先生、松井昭彦先
生、豊田勝弘先生、加藤公生先生、米田博
先生、村尾 仁先生にさせていただきました。
代表で丸山俊郎先生にご挨拶をいただきまし
た。本郷仁志先生の司会で初参加の先生方
である村尾 仁先生、後藤昌弘先生、西原賢
太郎先生、奥平 尊先生、仁泉会特別会員
の甲斐史敏先生、高槻支部特別会員の竹内 
望先生、竹内利寿先生に自己紹介していただ
きました。
　最後に副支部長の新井基弘先生より高槻
支部の今後益々の発展にかける力強いお言葉
で閉会しました。会員の先生方、また特別会

員の先生にも、
多数ご参加いた
だき、感謝いた
します。来年も
多くの先生方の
ご参加をお待ち
しております。

　令和６年６月８日（土）第３回大阪医科薬科大学女性
医師の会の総会並びに講演会、懇親会をホテルグラン
ヴィア大阪にて開催しました。
　今回も過去２回に引き続き、会場参加とＷＥＢ参加の
ハイブリッド形式で開催いたしました。
　本会の前身「各科医療勉強会」は、昭和６３年、大
阪医科大学の女性医師の懇親を図るために、学部１２
期の丸山優子先生が開始されました。令和４年度からは、
他大学卒で大阪医科大学附属病院に勤務された女性
医師の先生にも入会いただき活動しています。
　今回は仁泉会から、副理事長の大森英夫先生がご
多忙の中、来賓としてご出席いただきました。現地参加
者は学１０期の先生方から、学７２期の先生まで、そして
遠方の山口県からもご参加を頂き、喜びもひとしおでした。

第３回　大阪医科薬科大学
女性医師の会総会の開催報告

文責／大阪医科薬科大学女性医師の会　
　　　副会長　森田利江（学 28期）

総会：
　初めに昨年度にご逝去された会員の先生方に黙祷を
捧げました。その後、本会の会長、福本敏子先生（学
２４期）が開会のご挨拶を、次いで大森英夫先生に来
賓のご挨拶と、大学の本部キャンパス近未来展望につき
お話しいただき、本会に暖かなエールを頂戴しました。
　次に、当会監事の今村喜久子先生が、挨拶に立たれ、
当会の会員のますますの発展を祈念すると結ばれました。
その後、総会議事の進行がなされ、検討議案は全て承
認いただきました。

医療講演会：
　「新薬開発と製薬企業における医師の役割」をテーマ
に、バイエル薬品株式会社執行役員の梶川麻里子医師
（学４１期）が、ご講演下さいました。
＊新薬の開発は高度に規制され、長い時間とコストがか
かる事業で、成功する確率が低いこと。
＊最近の話題として、ドラッグラグとドラッグロスがあるが、
ドラッグラグは国内開発の着手の遅れと審査機関の長さ
が原因だが、海外データーの活用と審査期間短縮で短
くなってきた。
　またドラッグロス、つまり欧米では承認されているが、
国内未着手（開発予定なし）の品目が多く、もともと市
場規模が狭い希少疾患や小児分野で生じやすいこと。
＊最後に製薬会社で働く医師について、わかりやすくお
話を頂きました。
　講演会終了後、参加者で記念撮影を行い、その後、ご
講師と会長とのインタビューを行い、講演会は終了しました。

懇親会：
　大森英夫先生の乾杯のご発声の後、懇親会を開始し
ました。昨年同様、美味しいお料理を頂きながら、和や
かに懇親を深めた後、会員全員から、近況報告などス
ピーチ頂きましたが、皆さんから、この会への熱い思いと、
沢山の応援のメッセージを頂き、役員一同、身の引き締
まる思いでした。ありがとうございました。
　最後に、私から、皆様方とこの会で交流を深めることが、
今後のますますの発展に繋がるので、引き続きのご支援
をお願いしたいと述べさせていただきました。
　なお来年６月１４日土曜日ホテルグランヴィア大阪で第４
回の開催を予定していますので是非皆様方の参加をお
願いします。
　また、ホームページでも第３回の会の模様をアップさせ
ていただきます。
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　令和６年７月１３日（土）に、仁泉会阿倍野支部の納
涼会を行いましたので、報告させていただきます。コロ
ナ禍で３年中断していましたが、昨年より納涼会が復活
し、今年も開催となりました。あべのハルカス１４階の「花
外楼あべのハルカスダイニング」にて、計１３名が集いま
した。
　支部長の福本敏子先生（学２４期）が開会の挨拶、
伊賀千洋先生（学２９期）が乾杯の音頭を取っていた
だきました。早速、花外楼の会席料理と好みの飲み物を
楽しみながら、大阪鉄道病院の現状につきまして、江村
成就先生（学３９期）、清水啓二先生（学４４期）から
報告していただきました。その後１人ずつ近況報告を行
いました。病診および診診連携、医師会の意義、今年
６月の診療報酬の減点により対応に苦慮していること、電
子カルテ導入の有無など医療に関することから、家族、
趣味や飼っているペット？などプライベートに関することま

仁泉会阿倍野支部納涼会の報告

文責／西口昌樹（学 49期）

で、ざっくばらんに話していただきました。日頃、お世話
になっている先生方の思わぬ一面を知ることができ、宴も
盛り上がり、あっという間に時間が過ぎていきました。
　最後に各々の学生生活に思いを馳せながら学歌斉唱
を行い、記念撮影となりました。仁泉会阿倍野支部では、
夏の納涼会、秋の総会と年２回開催されることが恒例と
なっています。１０月１９日（土）にシェラトン都ホテル大
阪で行われる総会で、再会できることを楽しみにしつつ、
散会となりました。

参加者（敬称略）
新宅敬夫 （学 23 期）
福本敏子 （学 24 期）
森田眞照 （学 28 期）
森田利江 （学 28 期）
伊賀千洋 （学 29 期）
横田博志 （学 30 期）
横田理恵
岡 民子 （学 38 期）
江村成就 （学 39 期）
井上彰子 （学 44 期）
清水啓二 （学 44 期）
西口昌樹 （学 49 期）
新宅将之 （学 60 期）

（左から、敬称略）
前列：伊賀、森田眞照、森田利江、福本、新宅敬夫、江村、横田理恵
後列：清水、井上、岡、新宅将之、横田博志、西口

　令和６年７月１３日（土）、
ホテル北野プラザ六甲荘に
て令和６年度 仁泉会神戸
支部 支部総会が開催され
ました。総会参加者 総勢３
２名と昨年に引き続き多数
の先生方にご出席を頂きま
した。
　副会長 米田 豊先生（学
３０期）による開会挨拶後、
令和５年度にご逝去された先生方に黙祷を捧げました。
ついで、会長 増井裕嗣先生（学２９期）より挨拶がご
ざいました。
　ご来賓として、本部理事長 安藤嗣彦先生（学２０期）、
大阪医科薬科大学学長 佐野浩一先生（学２９期）と
お二人の先生方からもご挨拶を頂戴しました。安藤先

生より、次年度の仁泉会定
期評議委員会、定期総会
が神戸での開催との報告が
ありました。
　また、佐野学長からは、
創立１００周年に向け、「大
学病院本館建築の進捗状
況」、「学生支援体制の充
実」、「関西ＢＮＣＴ共同医
療センターの展望」「医療
素材イノベーション」など多
岐にわたる報告を頂きまし
た。昨年に引き続き、非常
に興味深い内容のご挨拶と
なりました。
　会員先生方のお祝いとし
て、喜寿 岩越一彦先生（学
２２期）、石原一秀先生（学
２３期）、子弟医学部入学

令和６年度仁泉会神戸支部
支部総会報告

文責／藤田能久（学 47期）

　鈴木秀治先生（学３８期）に会長よりお祝いの儀が
送られました。特筆すべきとして、橋本 寛先生（学２７期）
が旭日双光章を授与されましたので、会長よりお祝いの
儀が送られました。
　次いで、神戸支部報告として、1）令和５年度 支部
総会　２）令和５年度 新年会　３）令和５年度 ゴルフ
コンペなどの開催報告後、福永 晶先生（学１４）議長
の下、議事に移りました。
　１）会計・収支報告 浪方典宏先生（学２９期）　２）
監事報告 日下孝明先生（学１６期）　３）事業報告（令
和７年度 定期総会 神戸開催に関して）など各報告が
行われた後、全会一致で議事が承認されました。

　引き続き学術講演会が開
催されました。演者 𡈽井朝
子先生（学４９期）（神戸
市立医療センター中央市民
病院 感染症科 医長）より
『外来における抗菌薬の適
正使用について』との演題
でご講演を頂きました。
　神戸市にとどまらず関西
圏コロナ対策の拠点として

先頭に立ってご活躍された先生よりコロナ関連をはじめ
抗菌薬に関する幅広い情報をご講演頂き、会員の先生
方にとって非常に有意義な講演となりました。
　最後に米田 豊先生より閉会の挨拶を頂き、記念撮影
を終え、支部総会が滞りなく終了しました。
　引き続き、会場を移し、神戸市医師会長 堀本仁士
先生（学３５期）のご発声の下、懇親会が開催となりま
した。
　ご来賓としてご臨席賜りました、大阪医科薬科大学
　薬学部同窓会　会長 松本秀仁先生（Ｓ５０年卒）、
大阪医科薬科大学 薬学部同窓会 兵庫県支部支部長 
田中眞也先生（Ｓ５２年卒）のお二人の先生よりご挨拶
を頂きました。少子高齢化社会、就学人口の減少、全

国の名立たる大学の廃校など厳し現状を受けて、医薬
連携として経営統合後、更なる発展へ向け薬学部同窓
会としても密な連携を図っていきたいとのご挨拶を頂きま
した。
　各テーブル、着座での懇親会でしたが、すぐにテー
ブル、学年を超えての交流となり、ご参加頂いた先生方
がそれぞれに懇親会を楽しんでおられ同門会の絆を再
確認しました。
　途中、旭日双光章授与につき超長偏ドキュメンタリー
を橋本 寛先生より頂戴しました。
　また、越智 豊先生（学３２期）よりドクターヘリ、心カ
テ～ＰＣＩなど最先端医療を享受された貴重な体験につ
いて、さらに和装でご参加頂いた岡本奈美先生（学４７
期）より昨年、同ホテルで学会会長として主催された日
本脊椎関節炎学会に関する報告などを頂きました。

　最後に恒例の学歌斉唱を行い、副会長 中林まゆみ
先生（学２９期）より閉会のご挨拶を頂き懇親会が終演
となりました。
　以上、神戸支部総会、懇親会の報告となります。

お知らせ　

１）新年会 令和７年１月２５日（土）　
 場所　イグレックベガ
２）評議員会・総会 令和７年５月２５日（日）
　 ＡＮＡクラウンプラザホテル神戸
　会員の先生方におかれましては、お知り合いの先
生方にもお声掛けの上、ご参加をお待ちしています。

増井裕嗣 会長

安藤嗣彦 理事長

佐野浩一 学長

𡈽井朝子 先生

講演会風景

　２０１９年３月２３日に仁泉会姫路の総会を開いて以来、
２０２０年から新型コロナウィルス感染症のために延期して
いましたが、６月８日（土）に姫路駅のすぐ北東にあるホ
テルモントレ姫路の３階「メヌエット」にて５年ぶりに開催
致しました。
　総会では本年５月２６日にホテルグランビア京都での仁
泉会総会で「８年間年会費未納者には４年ごとに発刊し
ている仁泉会名簿を送付しない」と決定されたことを伝
えました。次いで吉田悌三郎先生（学２７）がこれまで
の会計報告を行い、故長久雅博先生（学１６）の後を
受けて１０年の間支部長を務めさせて頂きましたが、この
度吉田先生にバトンタッチをすることに決まりました。
　植木 實大阪医科薬科大学理事長（学１２）による講
演は大阪医科薬科大学の設置目的、建学の精神、大

学の役割、薬学部阿武山キャンパスの紹介から始まり、
医師国家試験の成績、資産・金融資産・借入金の推移、
関西ＢＮＣＴ共同医療センター・ＰＥＴセンターの現状紹
介、次いで病院新本館Ａ棟が２０２２年７月に開院、Ｂ棟
は２０２５年７月開院予定で建築は順調に進行している。
　また耐震問題で建て替えることになった法医解剖・研
究施設が今年５月２１日に大学敷地の北東部で地鎮祭が
行われたこと、これは２０２５年８月に１階が法医解剖、２
階が病態モデル先端研究施設の「第１研究館」として
オープン予定です。大学の北東部の景観が変わります。
　歴史館は残りますがその南東側（八丁松原）から北
へ向かって大学の敷地が削られて歩道ができるとのこと
で、大学の南東部の景観も変わります。
　２０２７年には大阪医科大学の創立１００周年、２０２９
年には大阪薬科大学創立１２５周年に当たります。
Super Smart 教育、研究、医療を実践する大阪医科
薬科大学を仁泉会会員の応援と仁泉会諸兄のますます
のご健勝とご活躍を祈念申し上げますと結ばれ、現在ま
での大学の変遷と実情の講演を頂きました。
　また、星賀正明 循環器内科 教授（学３４）も総会か
ら同席していただき、兵庫県立循環器病院と製鉄記念
広畑病院が併合されて出来た兵庫県立はりま姫路総合

医療センターの岡 泰栄先生（学４９）、母校循環器内科
から県立加古川医療センター勤務の後、令和２年お父
様の診療所に副院長で帰られた片嶋 隆先生（学５０）、
はり姫で研修中の平井咲帆先生（学７３）の参加が偶
然でしたが、さながら医局会の様でした。
　植木理事長と同期の平野勝彦先生（学１２）も駆け
付けて頂き、姫路市地蔵温泉宮本診療所の宮本茂好
先生（学２９）、宍粟市山崎から駆けつけてくれた薄木
洋明先生（学３７）、奥様のアドバイスもあり今年開業さ
れた辰巳嘉章先生（学４６）に加えて昨年から太子町で
４代目の眼科医として開業した松浦峻行先生（学６１）

の参加もあり、平野先生から一番若いはり姫で研修中の
平井先生まで幅広い年代の参加があったことは非常に楽
しい懇親会でした。
　懇親会ではサイパン生まれの植木先生が終戦前の空
襲や疎開の話、宍粟郡一の宮へ来たこと、姫路との縁
の話などを話して下さり驚きました。
参加者は順番にそれぞれの自己紹介をして近況報告を
行いました。
　御講演頂きました植木先生のますますの長寿とご活躍
と共に、仁泉会姫路の会員のご健康とご活躍を祈念し、
来年も総会を開催して親睦を深めたいと思います。　



20 21

第 55巻 第 5号大阪医科薬科大学仁泉会ニュース 第 55巻 第 5号令和 6年 9月 1日発行 令和 6年 9月 1日発行 大阪医科薬科大学仁泉会ニュース

　令和６年７月１３日（土）、
ホテル北野プラザ六甲荘に
て令和６年度 仁泉会神戸
支部 支部総会が開催され
ました。総会参加者 総勢３
２名と昨年に引き続き多数
の先生方にご出席を頂きま
した。
　副会長 米田 豊先生（学
３０期）による開会挨拶後、
令和５年度にご逝去された先生方に黙祷を捧げました。
ついで、会長 増井裕嗣先生（学２９期）より挨拶がご
ざいました。
　ご来賓として、本部理事長 安藤嗣彦先生（学２０期）、
大阪医科薬科大学学長 佐野浩一先生（学２９期）と
お二人の先生方からもご挨拶を頂戴しました。安藤先

生より、次年度の仁泉会定
期評議委員会、定期総会
が神戸での開催との報告が
ありました。
　また、佐野学長からは、
創立１００周年に向け、「大
学病院本館建築の進捗状
況」、「学生支援体制の充
実」、「関西ＢＮＣＴ共同医
療センターの展望」「医療
素材イノベーション」など多
岐にわたる報告を頂きまし
た。昨年に引き続き、非常
に興味深い内容のご挨拶と
なりました。
　会員先生方のお祝いとし
て、喜寿 岩越一彦先生（学
２２期）、石原一秀先生（学
２３期）、子弟医学部入学

　鈴木秀治先生（学３８期）に会長よりお祝いの儀が
送られました。特筆すべきとして、橋本 寛先生（学２７期）
が旭日双光章を授与されましたので、会長よりお祝いの
儀が送られました。
　次いで、神戸支部報告として、1）令和５年度 支部
総会　２）令和５年度 新年会　３）令和５年度 ゴルフ
コンペなどの開催報告後、福永 晶先生（学１４）議長
の下、議事に移りました。
　１）会計・収支報告 浪方典宏先生（学２９期）　２）
監事報告 日下孝明先生（学１６期）　３）事業報告（令
和７年度 定期総会 神戸開催に関して）など各報告が
行われた後、全会一致で議事が承認されました。

　引き続き学術講演会が開
催されました。演者 𡈽井朝
子先生（学４９期）（神戸
市立医療センター中央市民
病院 感染症科 医長）より
『外来における抗菌薬の適
正使用について』との演題
でご講演を頂きました。
　神戸市にとどまらず関西
圏コロナ対策の拠点として

先頭に立ってご活躍された先生よりコロナ関連をはじめ
抗菌薬に関する幅広い情報をご講演頂き、会員の先生
方にとって非常に有意義な講演となりました。
　最後に米田 豊先生より閉会の挨拶を頂き、記念撮影
を終え、支部総会が滞りなく終了しました。
　引き続き、会場を移し、神戸市医師会長 堀本仁士
先生（学３５期）のご発声の下、懇親会が開催となりま
した。
　ご来賓としてご臨席賜りました、大阪医科薬科大学
　薬学部同窓会　会長 松本秀仁先生（Ｓ５０年卒）、
大阪医科薬科大学 薬学部同窓会 兵庫県支部支部長 
田中眞也先生（Ｓ５２年卒）のお二人の先生よりご挨拶
を頂きました。少子高齢化社会、就学人口の減少、全

国の名立たる大学の廃校など厳し現状を受けて、医薬
連携として経営統合後、更なる発展へ向け薬学部同窓
会としても密な連携を図っていきたいとのご挨拶を頂きま
した。
　各テーブル、着座での懇親会でしたが、すぐにテー
ブル、学年を超えての交流となり、ご参加頂いた先生方
がそれぞれに懇親会を楽しんでおられ同門会の絆を再
確認しました。
　途中、旭日双光章授与につき超長偏ドキュメンタリー
を橋本 寛先生より頂戴しました。
　また、越智 豊先生（学３２期）よりドクターヘリ、心カ
テ～ＰＣＩなど最先端医療を享受された貴重な体験につ
いて、さらに和装でご参加頂いた岡本奈美先生（学４７
期）より昨年、同ホテルで学会会長として主催された日
本脊椎関節炎学会に関する報告などを頂きました。

　最後に恒例の学歌斉唱を行い、副会長 中林まゆみ
先生（学２９期）より閉会のご挨拶を頂き懇親会が終演
となりました。
　以上、神戸支部総会、懇親会の報告となります。

お知らせ　

１）新年会 令和７年１月２５日（土）　
 場所　イグレックベガ
２）評議員会・総会 令和７年５月２５日（日）
　 ＡＮＡクラウンプラザホテル神戸
　会員の先生方におかれましては、お知り合いの先
生方にもお声掛けの上、ご参加をお待ちしています。

　２０１９年３月２３日に仁泉会姫路の総会を開いて以来、
２０２０年から新型コロナウィルス感染症のために延期して
いましたが、６月８日（土）に姫路駅のすぐ北東にあるホ
テルモントレ姫路の３階「メヌエット」にて５年ぶりに開催
致しました。
　総会では本年５月２６日にホテルグランビア京都での仁
泉会総会で「８年間年会費未納者には４年ごとに発刊し
ている仁泉会名簿を送付しない」と決定されたことを伝
えました。次いで吉田悌三郎先生（学２７）がこれまで
の会計報告を行い、故長久雅博先生（学１６）の後を
受けて１０年の間支部長を務めさせて頂きましたが、この
度吉田先生にバトンタッチをすることに決まりました。
　植木 實大阪医科薬科大学理事長（学１２）による講
演は大阪医科薬科大学の設置目的、建学の精神、大

２０２４年「仁泉会姫路（播州会）
地区総会・講演会・懇親会」報告

文責／岡村信介（学 23期）

学の役割、薬学部阿武山キャンパスの紹介から始まり、
医師国家試験の成績、資産・金融資産・借入金の推移、
関西ＢＮＣＴ共同医療センター・ＰＥＴセンターの現状紹
介、次いで病院新本館Ａ棟が２０２２年７月に開院、Ｂ棟
は２０２５年７月開院予定で建築は順調に進行している。
　また耐震問題で建て替えることになった法医解剖・研
究施設が今年５月２１日に大学敷地の北東部で地鎮祭が
行われたこと、これは２０２５年８月に１階が法医解剖、２
階が病態モデル先端研究施設の「第１研究館」として
オープン予定です。大学の北東部の景観が変わります。
　歴史館は残りますがその南東側（八丁松原）から北
へ向かって大学の敷地が削られて歩道ができるとのこと
で、大学の南東部の景観も変わります。
　２０２７年には大阪医科大学の創立１００周年、２０２９
年には大阪薬科大学創立１２５周年に当たります。
Super Smart 教育、研究、医療を実践する大阪医科
薬科大学を仁泉会会員の応援と仁泉会諸兄のますます
のご健勝とご活躍を祈念申し上げますと結ばれ、現在ま
での大学の変遷と実情の講演を頂きました。
　また、星賀正明 循環器内科 教授（学３４）も総会か
ら同席していただき、兵庫県立循環器病院と製鉄記念
広畑病院が併合されて出来た兵庫県立はりま姫路総合

医療センターの岡 泰栄先生（学４９）、母校循環器内科
から県立加古川医療センター勤務の後、令和２年お父
様の診療所に副院長で帰られた片嶋 隆先生（学５０）、
はり姫で研修中の平井咲帆先生（学７３）の参加が偶
然でしたが、さながら医局会の様でした。
　植木理事長と同期の平野勝彦先生（学１２）も駆け
付けて頂き、姫路市地蔵温泉宮本診療所の宮本茂好
先生（学２９）、宍粟市山崎から駆けつけてくれた薄木
洋明先生（学３７）、奥様のアドバイスもあり今年開業さ
れた辰巳嘉章先生（学４６）に加えて昨年から太子町で
４代目の眼科医として開業した松浦峻行先生（学６１）

（敬称略）    後列左から　岡、片嶋、薄木、辰巳、松浦、平井
　　　　　前列左から　宮本、星賀、岡村、植木、平野、吉田

の参加もあり、平野先生から一番若いはり姫で研修中の
平井先生まで幅広い年代の参加があったことは非常に楽
しい懇親会でした。
　懇親会ではサイパン生まれの植木先生が終戦前の空
襲や疎開の話、宍粟郡一の宮へ来たこと、姫路との縁
の話などを話して下さり驚きました。
参加者は順番にそれぞれの自己紹介をして近況報告を
行いました。
　御講演頂きました植木先生のますますの長寿とご活躍
と共に、仁泉会姫路の会員のご健康とご活躍を祈念し、
来年も総会を開催して親睦を深めたいと思います。　
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仁泉会事務局

　２０１９年３月２３日に仁泉会姫路の総会を開いて以来、
２０２０年から新型コロナウィルス感染症のために延期して
いましたが、６月８日（土）に姫路駅のすぐ北東にあるホ
テルモントレ姫路の３階「メヌエット」にて５年ぶりに開催
致しました。
　総会では本年５月２６日にホテルグランビア京都での仁
泉会総会で「８年間年会費未納者には４年ごとに発刊し
ている仁泉会名簿を送付しない」と決定されたことを伝
えました。次いで吉田悌三郎先生（学２７）がこれまで
の会計報告を行い、故長久雅博先生（学１６）の後を
受けて１０年の間支部長を務めさせて頂きましたが、この
度吉田先生にバトンタッチをすることに決まりました。
　植木 實大阪医科薬科大学理事長（学１２）による講
演は大阪医科薬科大学の設置目的、建学の精神、大

学の役割、薬学部阿武山キャンパスの紹介から始まり、
医師国家試験の成績、資産・金融資産・借入金の推移、
関西ＢＮＣＴ共同医療センター・ＰＥＴセンターの現状紹
介、次いで病院新本館Ａ棟が２０２２年７月に開院、Ｂ棟
は２０２５年７月開院予定で建築は順調に進行している。
　また耐震問題で建て替えることになった法医解剖・研
究施設が今年５月２１日に大学敷地の北東部で地鎮祭が
行われたこと、これは２０２５年８月に１階が法医解剖、２
階が病態モデル先端研究施設の「第１研究館」として
オープン予定です。大学の北東部の景観が変わります。
　歴史館は残りますがその南東側（八丁松原）から北
へ向かって大学の敷地が削られて歩道ができるとのこと
で、大学の南東部の景観も変わります。
　２０２７年には大阪医科大学の創立１００周年、２０２９
年には大阪薬科大学創立１２５周年に当たります。
Super Smart 教育、研究、医療を実践する大阪医科
薬科大学を仁泉会会員の応援と仁泉会諸兄のますます
のご健勝とご活躍を祈念申し上げますと結ばれ、現在ま
での大学の変遷と実情の講演を頂きました。
　また、星賀正明 循環器内科 教授（学３４）も総会か
ら同席していただき、兵庫県立循環器病院と製鉄記念
広畑病院が併合されて出来た兵庫県立はりま姫路総合

医療センターの岡 泰栄先生（学４９）、母校循環器内科
から県立加古川医療センター勤務の後、令和２年お父
様の診療所に副院長で帰られた片嶋 隆先生（学５０）、
はり姫で研修中の平井咲帆先生（学７３）の参加が偶
然でしたが、さながら医局会の様でした。
　植木理事長と同期の平野勝彦先生（学１２）も駆け
付けて頂き、姫路市地蔵温泉宮本診療所の宮本茂好
先生（学２９）、宍粟市山崎から駆けつけてくれた薄木
洋明先生（学３７）、奥様のアドバイスもあり今年開業さ
れた辰巳嘉章先生（学４６）に加えて昨年から太子町で
４代目の眼科医として開業した松浦峻行先生（学６１）

の参加もあり、平野先生から一番若いはり姫で研修中の
平井先生まで幅広い年代の参加があったことは非常に楽
しい懇親会でした。
　懇親会ではサイパン生まれの植木先生が終戦前の空
襲や疎開の話、宍粟郡一の宮へ来たこと、姫路との縁
の話などを話して下さり驚きました。
参加者は順番にそれぞれの自己紹介をして近況報告を
行いました。
　御講演頂きました植木先生のますますの長寿とご活躍
と共に、仁泉会姫路の会員のご健康とご活躍を祈念し、
来年も総会を開催して親睦を深めたいと思います。　

　仁泉会会員の先生方におかれましては、益 ご々健勝
でご活躍のことと、お慶び申し上げます。
　去る３月２３日、高松駅近くのマリタイムプラザ高松タワー
棟３０Ｆにある、レストラン《ALICE IN TAKAMATSU》
におきまして、仁泉会香川県支部総会を開催しましたの
で、ご報告いたします。
　今回は１８名の先生方に参加していただきました。（参
加予定だった、三浦歓之先生（学５４）は、残念なが
ら仕事の都合で急遽欠席になってしまいました。）
幹事の伊達学先生の司会で始まった会では、まず支部

令和５年度
仁泉会香川県支部総会のご報告

文責／安賀文俊（学 51期）

令和６年３月２３日（土曜日）
於　ALICE IN TAKAMATSU

長の石田達也先生から、７０歳定年制により香川県支部
長交代の提案がありました。石田先生は、平成１８年か
ら１８年の長きにわたって支部長を努めていただきました。
支部会の会員にとって大きな存在で、一同心より頼りにし
ていましたが、古希を迎えたことを期に一会員として支部
会を見守りたいとの思いを受け止めて、支部長交代のお
申し出を感謝の気持ちを込めた拍手で接受しました。
　新しい支部長には、大谷昌裕先生（学４０）が推挙
され、満場一致で承認されました。新しい支部長の大
谷先生から、力強くヤル気満々の就任のご挨拶をいた
だきました。
　さらに、支部長交代に併せて、幹事が、伊達 学先
生（学３１）から西山信介先生（学５３）に、会計が、
安賀文俊先生（学５１）から印藤直彦先生（学５６）
に交代し、令和６年度からの新体制が決まりました。
　ついで、物故会員の宮本昭士先生（学５）、水原理
晶先生（学６）、大西正則先生（学１２）に黙祷を捧げ
ました。
　そして、新会員の紹介です。福田修久先生（学５４）、

印藤直彦先生（学５６）、栗山修平先生（学６７）を、
新会員としてお迎えすることができました。福田先生は坂
出市で、印藤先生は高松市で開業され、これからも支
部会を盛り上げてくださると、皆の期待を受けていました。
なお、香川県立中央病院勤務の栗山先生は、残念なが
ら支部会には不参加でしたが、次回に期待したいです。
　中野和男先生のご発声による乾杯の後、楽しい遊宴
が始まりました。
　話題としては、先日の保険診療についてとか、香川
県を取り巻く医療事情、病院・医院の継承問題など、
少し暗めの硬い話もありましたが、お酒が進むに連れ、
子どもの教育や自分の病気相談、大学時代の思い出話
など、先輩後輩の垣根を超えて久しぶりにあった友人同
士の飲み会の様相を呈し、あまりの盛り上がりぶりに予
定時間を超過してしまいました。
　COVID-１９禍の影響で、前回の仁泉会香川県支部
総会は、平成３１年３月（細かい話ですが、令和元年
は５月から）でしたので、５年ぶり（令和になってから初
めて！） の開催でした。新メンバーを３名迎え入れるこ
とができたことを嬉しく思い、令和になって支部長大谷先
生の新体制で支部会を盛り上げていく決意を新たに、
田中嘉雄先生（学２８）のご挨拶で、支部総会を締め
くくりました。

参加者（卒業年次順・敬称略）
中野和男 （学 19 期）
石田達也 （学 28 期）
田中嘉雄 （学 28 期）
樫村雅典 （学 29 期）
伊達 学 （学 31 期）
後藤真樹 （学 32 期）
塩見勝彦 （学 34 期）
堀井泰浩 （学 37 期）
大谷昌裕 （学 40 期）

桑島靖子 （学 43 期）
伊槻卓哉 （学 48 期）
安賀文俊 （学 51 期）
小橋祐子 （学 53 期）
西山信介 （学 53 期）
大北仁裕 （学 54 期）
福田修久 （学 54 期）
印藤直彦 （学 56 期）
和泉賢一 （学 58 期）
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「南病院長お疲れ様会」ご報告

文責／後藤昌弘（学 42期）

j i n s e n - p a r k

　現役部員も南教授のメッセージを心に留め、柔道部
の練習を通じて「心・技・体」を整え、将来の仕事に
活かしてもらいたいと思います。
　南教授、未曽有の災禍の中での病院長本当にお疲
れ様でした。

　南教授は２００２年麻酔科学教室教授に就任後、中
央手術部部長、病院副院長、医療安全推進部部長、
新本館建築プロジェクト推進会議議長等、様々な要職
を兼任され、２０２０年からの４年間は病院長として大学
病院を牽引してこられました。
　無事職務を全うされた南先生を囲む会を、２０２４年４
月２０日 錦水亭（長岡京市）にて、南教授が部長を務
める柔道部ＯＢ主催のもと、開催しました。

　柔道部のＯＢ総勢３２名にお集まりいただき、大変盛
況な会となりました。参加いただいた先生方、また直接
参加困難のためメッセージをいただいた先生方に感謝申
し上げます。
　内田ＯＢ会長の開会のごあいさつの後、辻師範より乾
杯の音頭をお取りいただき開始となりました。
　最後に南教授から頂いたお言葉の中で 病院長就任
と同時にコロナ禍の大変な状況にもかかわらず、次から
次に先手を打たれ、しっかりと病院のかじ取りをされたこ
と、中でもコロナ感染症妊婦専用病床を開設し、帝王
切開を極力避けるご尽力をされたお話には大変感銘を
受けました。
　新型コロナ感染の全体像が見えず、ワクチンや治療薬
が開発されるまでは、医療スタッフのストレスが極めて高
い中、メンタルサポートまで細やかに気を配られながら非
常事態を乗り切られたことを思い出し胸が熱くなりました。
　病院長在任中のもう一つの大きなお役目として２０２７
年に迎える大阪医科大学創立１００周年の記念事業とし
ての、病院新本館の建築に関わるお話もいただきました。
病院新本館建築プロジェクトに関しては、２０２２年完成
したＡ棟のみならず２０２５年に完成予定のＢ棟の建築に
も引き続き中心的なサポートを頂けるお話も伺い心強く感
じました。これらの偉業の背景には、学生時代の柔道
部で培った粘り腰が大変役に立ったとコメントされていま
した。麻酔科学教室教授としての残りの３年間後進の指
導にさらに注力されるとのこと、今後ますますの麻酔科
学教室の発展を祈念しています。

参加者（敬称略）
前病院長 南 敏明 （学 36 期）
仁泉柔友会会長 内田 實 （学 12 期）
師範 辻 芳實　
発起人 後藤昌弘 （学 42 期）
世話人 森田琢郎 （学 70 期）
ＯＢ 田口忠宏 （学 28 期）
 土肥恒夫 （学 28 期）
 坂 哲郎 （学 32 期）
 武田智博 （学 33 期）
 堺 昭彦 （学 35 期）
 植田直樹 （学 36 期）
 雑賀良典 （学 36 期）
 川島啓誠 （学 37 期）
 谷口一則 （学 38 期）
 石田志門 （学 39 期）
 伊泊大造 （学 39 期）
 吉田 隆 （学 41 期）
 土井健司 （学 42 期）
 能見勇人 （学 46 期）
 新保大樹 （学 51 期）
 小田中豊 （学 55 期）
 本田浩太郎 （学 59 期）
 吉本秀郎 （学 62 期）
 長塚俊貴 （学 66 期）
 石川翔一 （学 70 期）
 川口英人 （学 70 期）
 由良 成 （学 70 期）
 西原佳英 （学 71 期）
 森本亜衣 （学 71 期）
 田中絵梨 （学 72 期）
 竹島健司 （学 72 期）
部員 香川昂佐 （主将 3 回生）

内田ＯＢ会長　ご挨拶

花束・記念品贈呈

集合写真

南教授　お言葉

　２０１９年３月２３日に仁泉会姫路の総会を開いて以来、
２０２０年から新型コロナウィルス感染症のために延期して
いましたが、６月８日（土）に姫路駅のすぐ北東にあるホ
テルモントレ姫路の３階「メヌエット」にて５年ぶりに開催
致しました。
　総会では本年５月２６日にホテルグランビア京都での仁
泉会総会で「８年間年会費未納者には４年ごとに発刊し
ている仁泉会名簿を送付しない」と決定されたことを伝
えました。次いで吉田悌三郎先生（学２７）がこれまで
の会計報告を行い、故長久雅博先生（学１６）の後を
受けて１０年の間支部長を務めさせて頂きましたが、この
度吉田先生にバトンタッチをすることに決まりました。
　植木 實大阪医科薬科大学理事長（学１２）による講
演は大阪医科薬科大学の設置目的、建学の精神、大

学の役割、薬学部阿武山キャンパスの紹介から始まり、
医師国家試験の成績、資産・金融資産・借入金の推移、
関西ＢＮＣＴ共同医療センター・ＰＥＴセンターの現状紹
介、次いで病院新本館Ａ棟が２０２２年７月に開院、Ｂ棟
は２０２５年７月開院予定で建築は順調に進行している。
　また耐震問題で建て替えることになった法医解剖・研
究施設が今年５月２１日に大学敷地の北東部で地鎮祭が
行われたこと、これは２０２５年８月に１階が法医解剖、２
階が病態モデル先端研究施設の「第１研究館」として
オープン予定です。大学の北東部の景観が変わります。
　歴史館は残りますがその南東側（八丁松原）から北
へ向かって大学の敷地が削られて歩道ができるとのこと
で、大学の南東部の景観も変わります。
　２０２７年には大阪医科大学の創立１００周年、２０２９
年には大阪薬科大学創立１２５周年に当たります。
Super Smart 教育、研究、医療を実践する大阪医科
薬科大学を仁泉会会員の応援と仁泉会諸兄のますます
のご健勝とご活躍を祈念申し上げますと結ばれ、現在ま
での大学の変遷と実情の講演を頂きました。
　また、星賀正明 循環器内科 教授（学３４）も総会か
ら同席していただき、兵庫県立循環器病院と製鉄記念
広畑病院が併合されて出来た兵庫県立はりま姫路総合

医療センターの岡 泰栄先生（学４９）、母校循環器内科
から県立加古川医療センター勤務の後、令和２年お父
様の診療所に副院長で帰られた片嶋 隆先生（学５０）、
はり姫で研修中の平井咲帆先生（学７３）の参加が偶
然でしたが、さながら医局会の様でした。
　植木理事長と同期の平野勝彦先生（学１２）も駆け
付けて頂き、姫路市地蔵温泉宮本診療所の宮本茂好
先生（学２９）、宍粟市山崎から駆けつけてくれた薄木
洋明先生（学３７）、奥様のアドバイスもあり今年開業さ
れた辰巳嘉章先生（学４６）に加えて昨年から太子町で
４代目の眼科医として開業した松浦峻行先生（学６１）

の参加もあり、平野先生から一番若いはり姫で研修中の
平井先生まで幅広い年代の参加があったことは非常に楽
しい懇親会でした。
　懇親会ではサイパン生まれの植木先生が終戦前の空
襲や疎開の話、宍粟郡一の宮へ来たこと、姫路との縁
の話などを話して下さり驚きました。
参加者は順番にそれぞれの自己紹介をして近況報告を
行いました。
　御講演頂きました植木先生のますますの長寿とご活躍
と共に、仁泉会姫路の会員のご健康とご活躍を祈念し、
来年も総会を開催して親睦を深めたいと思います。　



26 27

第 55巻 第 5号大阪医科薬科大学仁泉会ニュース 第 55巻 第 5号令和 6年 9月 1日発行 令和 6年 9月 1日発行 大阪医科薬科大学仁泉会ニュース

第７４回日本東洋医学会学術総会に
関するお礼と講演要旨集の販売について

文責／総会プログラム委員長 千福貞博（学 32 期）

j i n s e n - p a r k

　皆様のご参加、ならびに、激励により、第７４回日本
東洋医学会学術総会（令和６年５月３１日～６月２日、
大阪国際会議場）を無事に終了することができました。
この学会の学術総会は本学の貢献が大きく、大阪開催
のとき、すなわち、第５７回（２００６年６月２３～２５日）
では大澤仲昭先生（元・第１内科教授）、第６９回（２
０１８年６月８～１０日）では、後山尚久先生（学２８期卒）
がそれぞれ総会会頭を務められました。今回は、小生
が総会のプログラム委員長と会場進行委員長を務めさ
せていだきました。久しぶりに対面での学会となり、どの
会場も熱気と拍手、そして、笑いがあふれていたように
感じました。プログラムではこれまでの内容に加え、ミニ
シンポジウム、アドバンストセミナー、ビギナーズセミナー、
車座講演、腹診実習などの新企画も盛り込み、成功し
たと自負しております。
　さて、本総会における紙媒体での「講演要旨集」を、
少し多い目に作成致しました。総会の内容を復習した
い、また、総会には行けなかったけれども、その内容
や雰囲気が知りたい、という方に販売を致しております。
冊子のサイズはＡ４で、３９３ページ。価格：２０００円（税
込み）と 送料：３７０円（レターパック代）です。

　この要旨集ご希望の方は

日本東洋医学会　関西支部　副支部長兼支部会計
　岩井正憲　宛
メールアドレス　m-iwai@k5.dion.ne.jp　

に、ご連絡をお待ちしております。振込先の詳細は岩
井よりメールで返信させていただきます。ぜひ購入の上、
「漢方ワールド」をお楽しみ下さい！

大阪医科薬科大学医学部野球部
新入生歓迎会＆球仁会（野球部ＯＢ会）
を開催致しました。

文責／村野実之（学 41期）

j i n s e n - p a r k

が集まりました。総会に先立って行われた現役部員との
親睦試合では、ＯＢも現役に劣らないプレーを披露し、大
きな怪我もなく無事に終了しました。
　その後の総会＆懇親会では、今年度より野球部部長
にご就任されました消化器外科の李相雄教授にはご多
忙のところご参加いただき、野球部に対し温かいご挨拶
をいただきました。李教授とは同世代で同じグラウンドで
汗を流していたこともあり、楽しい時間を過ごすことができ
多くの感動と笑顔に満ちた時間となりました。
　さらに、球仁会の活動内容や今後の計画についても
議論されました。ＯＢの参加促進策として、ＳＮＳを活用した
情報発信や定期的なミーティングの開催などを行い、ＯＢ
同士の親睦を深めることは勿論、現役部員が最高の環
境でクラブ活動に臨めるよう支援することにあります。　
さらに、継続可能な組織の構築が重要であると認識し、
執行部と共に球仁会の活性化に尽力してまいります。　
今後とも温かいご支援とご指導を賜りますよう、よろしくお
願い申し上げます。

　令和６年６月８日、大阪医科薬科大学医学部野球部
ＯＢ会「球仁会」総会が開催され、川島文雄前会長の
後任として会長に拝命されました第４１期（平成４年卒）
の村野実之と申します。今後の活動に向けて、皆様のご
指導とご支援を賜りますようお願い申し上げます。
　まず、最初の仕事として今回の総会の報告をさせてい
ただきます。
　新型コロナウイルス蔓延の影響で５年間活動が休止さ
れていましたが、今年は再開が実現し、総勢２８名のＯＢ
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大阪医科薬科大学柔道部柔友会総会
・新歓コンパの開催報告

文責／大阪医科薬科大学柔道部部長　
　　　南 敏明（学 36 期）

j i n s e n - p a r k

て１ヶ月、まだまだピンチの後藤昌弘先生には柔友会だ
けではなく仁泉会の先生方からもご支援を賜れれば幸い
です。締めの挨拶は学生時代自己紹介が苦手であった
土井健司先生から自己紹介を基に多様性の話をしてい
ただき、森田琢郎先生の一本締めで閉会となりました。
　メールを見ない、本を買わない、You Tube を２倍速
にして勉強する今どきの学生に、医師としてまた社会人
としての常識も教育することが柔友会の責務と思います。

　６月２９日に高槻阪急スクエア 桃谷樓にて総勢２４名で
柔道部柔友会総会・新歓コンパを開催しました。
　最初に柔友会会長の内田實先生からご挨拶を賜り、
引き続き柔道部部長の南敏明から４月２０日に病院長お
疲れ様会を開催していただいた御礼と、Ｚ世代の柔道部
新入生・部員に学生生活のアドバイスと指導をさせてい
ただき、谷口一則先生の挨拶と乾杯で会は開始となりま
した。

ビールを一気に飲み干す。
礼
押忍 (オッス)
自己紹介をさせていただきます。
出身　大阪府立四條畷高等学校
現在　大阪医科大学柔道部○回生
南 敏明と申します。
以後、よろしくお願いいたします。
礼

　これは、私が現役部員であった頃の柔道部の自己紹
介です。治療と同じで初回にスムーズに出来れば問題
はないのですが、少しでも間違えると延 と々やり直しせね
ばならず、ビールの量が増えて呂律が回らなくなり最後
には潰れてしまうことがありました。当時と同様には出来
ませんが、現役部員には必ず年齢を確認してビールか
ウーロン茶かの選択を厳守して、全く無理のない範囲で
自己紹介をしてもらいました。ＯＢの先生にも近況をお話し
いただく前に現役当時と同様の厳しさで自己紹介をして
いただきました。大槻祐喜先生の自己紹介はピカイチで、
ほかに Best Body Japan ２０２３ 日本大会３０歳代モデ
ルジャパン部門３位の腹筋を披露した長塚俊貴先生や、
ビールを飲むために何回もやり直す森田琢郎先生など、
楽しい自己紹介となりました。また、後藤オンコロジークリ
ニック（腫瘍内科・消化器内科、高槻市高槻町１５番
６号新京町ビル２階、https://goto-oc.com/）を開業し

参加者
仁泉柔友会会長
内田 實 （学 12 期）
柔道部部長
南 敏明 （学 36 期）
谷口一則 （学 38 期）
後藤昌弘 （学 42 期）
土井健司 （学 42 期）
村越 太 （学 51 期）
大槻祐喜 （学 55 期）
吉本秀郎 （学 62 期）
長塚俊貴 （学 66 期）
森田琢郎 （学 71 期）
学生
香川昂佐 （3 回生、主将）
杉原哲也 （2 回生、主務）
長谷川宗一郎 （5 回生）
十河尚基 （5 回生）
北村 薫 （5 回生）
新田悠祐 （4 回生）
白川幹久 （4 回生）
竹内英人 （2 回生）
長倉愛夏 （2 回生）
中内琉河 （2 回生）
近藤 碧 （2 回生）
中村美月 （2 回生）
吾郷咲斗 （1 回生、岡山白陵高等学校出身）
渡海裕介 （1 回生、淳心学院高等学校出身）
合計 24 人　敬称略

柔友会会長の内田實先生のご挨拶

一本締め

集合写真

新入生のウーロン茶による自己紹介
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下咽頭がんで
声を失ったリハ医が、

がんと共存していくと思えるまで
～生きていくには社会参加が必要だ！～

発声で、電気式人工喉頭は約３０～４０％の人が利用し
ています。

　私の場合、食道へ腸を移植したり、皮膚を移植したりし
ているので、食道発声はむずかしく、電気式人工喉頭をト
ライするにも、首が腫れていて２年かかるといわれ、当初
はやる気がありませんでした。

　声になる理屈は、ユアトーン®の振動板が「ブー」という
音を出し、それを首に当てて共鳴させ声を出すというもの
です。言うのは簡単ですが、実際に声を出すのにはコツ
がいります。振動板が首にうまく密着し、共鳴する場所を
選んで音を出す。もし密着しなかったり、押し当てる場所
が悪いと、「バリバリ」「ガーガー」と雑音ばかりが外に聞こ
え、肝心の口から声が出ません。

　家族からは、せっかちで早口になりやすく、聞き取りづら
いことがあるので、一語一句ゆっくりとしゃべるようにとアド
バイスもありました。ほかにも、口のなかに物があると共鳴
しないので聞こえない、食事中はしゃべらない、お行儀よく
するなどにも気を付けています。

　聞くほうにもコツがいります。聞いているうちに、音に慣
れてくるようです。口唇の動きを見ることで、なにを言って
いるかを推測できるようになりますが、新型コロナウイルス
の蔓延でマスクをするようになって、むずかしくなってしま
いました。

電気式人工喉頭のメリット、デメリット

　自分の経験上から、電気式人工喉頭のメリット、デメリッ

＃005：生き方は変えられる

第二の声、電気式人工喉頭との出会い

　筆談でなんとかコミュニケーションをとれるようになってき
ましたが、家族に対してさえ、伝えたいことがすぐに伝わら
ず、不満を抱えて、相変わらず他人との接触は避けなが
ら日々 を過ごしていました。

　２０１８年７月、手術から２年が経ったとき、妻が電気式
人工喉頭（ユアトーン®）を買ってきてくれました。なんの相
談もなく「ユアトーン®買ったよ。練習しーや」と。ありがたい
ことに、妻もなんとかしたいと考えてくれていたのです。

　それからは、ユアトーン®を使わないと、妻と娘に叱られ
る毎日でした（今も……）。

　最初は音だけだったのが、次第に文章になっていく。ど
んな音でも、言葉になって伝わるという喜びを得ました。こ
れは何物にも代えがたいもので、新しい人生の始まりのよ
うに感じました。私にとってポジティブなターニングポイント
でした。気持ちのV字回復です。

電気式人工喉頭を使った発声の理屈とコツ

　電気式人工喉頭は、喉頭摘出者の代用音声のひとつ
です。
　代用音声には、食道発声、電気式人工喉頭、シャント
術があり、電気式人工喉頭は第二次世界大戦の際、頚
部銃創で喉頭摘出を受け、声を失った人たちの対策とし
て、アメリカで開発されました。わが国では、約半数が食道

トについて述べます。

　まずメリットですが、
①筆談と違って会話が成り立ち、伝えたいことがすぐに伝
えられるので、お互いにイライラしなくなる。
②大きな音量を出すことが可能なので、年齢や肺活量に
関係しない。
③比較的早く使えるようになる（人によります）。

　次にデメリットですが、
①反響するところを探すのが困難なので、首が腫れてい
ると使えない。
②機械的で平坦な音声なので宇宙人やロボットのように
聞こえてしまい、知らない人から見られることが多く、恥ず
かしくて使えなくなる。
③なんもしていないときにユアトーン®のスイッチに当たる
と、突然「ブー」という音が鳴り驚く。
④喫茶店などお店のなかでしゃべると、「なに？」という顔を
して、周りの人が振り向き、目をそらされることが恥ずかしく
て使えないなど、人工的な機械音を発声する人工喉頭
器を特異な目で見られることの恥ずかしさと喉頭摘出患
者への周囲の理解不足による孤独感といら立ちです。

　ほかにも以下のデメリットがあります。
⑤発音しにくい音がある。または不明瞭になり、相手が聞き
取りにくいといった場合は、言葉を言い換える必要がある。
⑥広いところ、騒がしいところでは聞こえない、人込みで
は使えないこともある。
⑦電池がなくなると使えなくなる。
⑧片手の自由が奪われる。

　以前、５０分ほどの講演の最後のほうで、手がつりそう
になったこともありました。
　みんなが不自由を感じていたとみえて、ユアトーン®装
着型という進化形が出ました。首に固定し、指先のスイッ

チで発声するものです。「これはいい」と思いましたが、残
念ながら私が住んでいる兵庫県にはなく、北海道と東京
での地域限定販売でした。

心境の変化、障害を持っての社会参加

　電気式人工喉頭を利用して、音声でコミュニケーション
をとることを再獲得しました。家族の協力や（今もです！）
鬼嫁の叱咤激励もあり、とにかく話す練習をしました。

　ついつい横着してユアトーン®を使わないと、「ちゃんと
しゃべって！」と叱られます。練習の成果か、わずか２カ月
である程度の会話ができるようになりました。
　２０１８年１０月の米子での理事会でユアトーン®デ
ビュー。会議でしゃべることができて、みんなにも認めても
らい、涙が出そうになりました。第二の声、電気式人工喉
頭という新たなコミュニケーションツールを得て、第二の人
生をスタートしたのです。

　その後、リハビリテーション病院やデイケアで、人としゃ
べる仕事に従事するようになりました。患者さんや利用者
さんから「すごい！」「先生も障害があるのにがんばって
いる」と言われることも多かったです。

　第二の人生、妻と一緒に、学会のついでに御朱印巡り
などいろいろなところへ行ったり、健康なときにできなかっ
た楽しみができています。もちろん誰かが同伴でないとな
にもできませんが、家族のありがたみをより感じるようにな
り、以前にもまして仲よくなったように感じます。

　誰が言ったか忘れましたが「人は死に方を選べない
が、生き方を変えることはできる」。まさにそのとおりだと思
います。

～ 続きます ～

文責／太田利夫（学 31期） 掲載：メディカLIBRARY from メディカ出版　https://ml.medica.co.jp/series/rihai

第三回

寂しいばかりではない
意外だったのは店員さんの対応で、あまり反応せず、
普通に接客してくれました。
息子の赴任先の山形へ行ったとき、ある天ぷら屋で、
家族で食事をしました。電気式人工喉頭を使って大
将としゃべったのですが、変な顔ひとつされませんで
した。「不自然じゃないですか？」と聞いたところ、「お
客さんはみな同じです」との答えで、それからの天
ぷらが、一段とおいしく感じられました。

このときの家族の気持ち
人工喉頭の存在は入院中から知っていましたが、す
ぐ使える状況ではありませんでした。本人自身が受
け入れていない時期だったため、使用開始するのに
時間がかかりましたが、本人自身が現状を変えたい
と思い始めた時期と重なったので結果的に良かった
です。お互い凝り性のため、一緒に練習できました。
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５０歳を過ぎて入学・卒業、そして開業
― MBAがもたらしたもの ―
　ＭＢＡが何なのか知った
のは、２０２１年１０月でした。
２０１１年１月に大学医局人
事を離れて故郷の姫路市
内に引越し、離婚と再婚を
経て、兵庫県立姫路循環
器病センター消化器外科
で勤務していた時のこと。
机の上で積み上がっていた
書類を整理していたところ、兵庫県職員枠での学生募集
が目に留まった。兵庫県立大学でＭＢＡ資格が取れる、
医療マネジメントコースがあり、授業は土曜日のみ。何の
ことかとネット検索すると経営修士資格みたいで、ハロー
ワークで申請すると授業料が半額以上補助されるとか。
これまでの病院勤務では、どこも経営が悪いので改善を
とか言われるものの、具体策が挙げられたことはなく、職
員の給与削減、病院の統廃合に至ることもあった。病院
は誰が経営しているのかと常々疑問を持っていた。その
ため、これはチャンスかと思った次の瞬間、申請の締め
切りが２日過ぎていることに気付いた。すぐに事務担当者
に電話した。枠が既に埋まっていると知らされて軽く落胆
し、来年受けてみようかと兵庫県立大学のホームページ
（https://www.u-hyogo.ac.jp/mba/）を見ると、３月に
後期試験があった。締め切りは１月であったので募集要
項と過去問を生協から取り寄せた。今は流行りであるＳＤ
Ｇｓや医療保険制度、保険者の努力目標設定とか初耳学
であった。試験は小論文と面接のみで、とりあえず過去
問を２年分調べるとある程度の傾向があり、少し幅を広
げて勉強してみると、知らないことばかりで、これだけで
も役に立ったなと思った。妻には意味不明みたいな顔をさ
れたが、医療マネジメントコースを受験した。２０２２年３月

平成 9年卒（学 46 期）

辰巳嘉章先生

５日の晴れた日に受験し、勉強した内容が問題に出たが、
保険制度の細かな名称や単語が歳のせいか思い出せな
い。仕方ないので、こんな感じの制度があるといった回
答をした。面接官は、後で知ったところでは介護保険制
度をつくった元厚生労働省官僚、看護必要度をつくった
元厚生労働省官僚、兵庫県災害医療センター名誉セン
ター長の３人であった。面接は１番目で、合格したら通学
できますかなど、他愛のない話をしてすぐに終了した。１
週間後に結果が２通届いた。１月に受けた気象予報士
試験は不合格であったが、兵庫県立大学大学院は合格
した。後期試験の合格者は、地域イノベーションコース
が７名中５名、医療マネジメントコースが６名中２名、介
護マネジメントコースが４名中１名であった。入学案内が
添付されており、授業のオリエンテーション資料には入学
前に読んでおくべき本として１０冊ほどが挙げられていた。
毎日、３冊ずつ同時進行で１日５０ページずつ読むと４月ま
でになんとか読めた。４月に入学してからは毎週土曜日に
数冊の本を紹介されるので、卒業する頃には最終的に１
００冊余りの本を購入した。ブックオフやAmazon の中古
販売を大いに利用した。まだ開封してない本もあり、死
ぬまでの宿題と考えている。また、４月までに授業料の補
助を受けるためにハローワークへ行った。何枚も書類を
書いて、提出すると雇用保険に加入していないと言われ
た。そこで、公務員は雇用保険に入れないことを初めて
知った。公務員は離職が少なく、雇用保険には加入す
る必要がないと考えられているらしい。２年間の雇用保険
支払いがないと補助金が受けられなかった。せっかく合
格したので、仕方なく年額１００万円ほどの授業料を全額
支払った。ちなみに、現在は学費が無償化されている。
入学してからは、ケアミックス病院である入江病院で勤務
しつつ、毎週土曜日の９時から１６時あるいは１８時まで授
業を受け、連日深夜まで宿題のレポート作成に追われた。
テニススクールは休会し、ランニングも止めたため腹が出
た。ゴルフ練習も回数が減り、良いスコアが出なくなった。
医療コースと介護コースは、ほとんど合同授業で、しばし
ば地域コースも合同であった。学生の年齢層も２０代から
６０代まで様 で々、医療コースは１１人、介護コースは５人、
地域コースは約３０人であった。医療介護コースの１６人
のうち、医師が９人と過去最多であった。グループワーク
が授業の中心で、時にはグループでのレポート提出課題
があったので、夜間にZoomでの討論やGoogleスプレッド
シートを用いた資料作成を通して仲間ができた。地域コー
スには沖縄から毎週来ている方など、多職種の人と話す
機会に恵まれた。授業内容は、Excelの使い方、簿記・

開業しました！

会計、統計、人的資源管理、経営理論、医療介護制
度など多岐に渡り、卒業生が関わる経営状態が良い法
人施設への見学もあった。経営が良好な病院の経営方
針や財務諸表を見せてもらうと、各々独自の工夫が凝ら
してあり、納得できるものであった。福井県済生会病院、
小倉リハビリテーション病院、倉敷中央病院などは遠足
気分であったが、その後のレポート作成は困難なもので
あった。経営の良い施設に経営改善を提案するというも
ので、私のグループの担当は介護・障害者施設を数十
か所持つ大きな法人であったが、レポート作成のやり直し
を命じられた。これは、修士論文完成後まで及んだ。修
士論文のテーマは数人の教官とZoomで面談して決め、
多くの学生は自分が勤務する施設の経営についての検
討になり、担当教官から毎週アドバイスを頂いた。自施
設の財務諸表を使わせてもらえなかった同期生は、それ
が原因で転職することになった。病気で通学困難となっ
た高齢学生は、修士論文を提出して卒業できた。３月末
の受験時期と正月以外の土曜日は毎週通学し、１年６カ
月後の９月に全員で卒業式を迎えることができた。レンタル
した帽子とガウンを着け、帽子を投げて写真も撮った。
　今回、授業を受ける中で、少子高齢化による地域医
療の困難さを知ることになった。高齢化により多疾患併存
患者が増加するにも関わらず、診療科は細分化され、
かかりつけ医をつくるような施策が行われても全身管理が
できる開業医が不在となりつつある。また、多職種の人
たちと机を並べる中で、医師というものが（私が）いか
に謙虚な考え方ができていないかを痛感した。人を雇用
するということは哲学に通じていくものであった。たくさん
の本を紹介されて読み進めるうちに、医療の現状に対す

る不満も助けとなり、入学して１年目の３月頃に独立を考
えるようになった。へき地のＭ＆Ａ物件購入を計画するも
頓挫したが、具体的な構想を検討できた。最終的に開
業した物件は、ゴルフを通した知人からの紹介から紹介
へと続いて、開業支援をしている両親の古い知人に辿り
着き、様々な人たちの手助けがタイミングよく噛み合い、
とんとん拍子に野里駅前で図書館の１階にあるビルテナン
トに決定した。そして、様々なトラブルを乗り越え、開業
を考え始めた1年後の３月に開業に至った。診療内容は、
看護師の妻が美容外科クリニックで３年間勤務した経験
を活かし、自分の得意とする外科・消化器内視鏡に加
えて、美容医療も取り入れることにした。屋号は、診療
範囲が広くなるので、シンプルに “辰巳クリニック” とした。
開業に際し、姫路循環器病センター勤務での循環器疾
患・糖尿病に関する学び、入江病院での高齢者医療に
関する学びが大いに役立つことになった。さらに、兵庫
県立大学大学院での同級生が経営する医療法人の美
容クリニックで、短期間ながら研修させていただく機会も
得た。そこで美容医療の概要を理解することができたお
かげで、導入する美容器機の選定も円滑に行うことがで
きた。本稿執筆時には開業から５カ月が経過し、保険診
療のみならず美容医療でも喜んでくれる患者さまがいて、
口コミで遠方から来院してくれる方が徐々に増えている。
自費診療も少しずつ幅を広げ、新しい医療を提供すべく
模索している。妻がいなくては開業できなかったし、過去・
現在・未来のどの局面でもたくさんの友人・知人が手助
けをしてくれていることに感謝し、その御恩を少しでも還
元できるように努力を継続していきたい。
（https://tatsumi-clinic.jp, 辰巳クリニック, 宣伝（笑））
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自己紹介をお願いします
　２００６年に入学し、学生
時代はサッカーに明け暮れ
ておりました。
　２０１２年に卒業し、大阪
医科大学附属病院で２年
間の初期研修を経て、池
田恒彦教授（現名誉教授）
が主宰する眼科学教室に
入局しました。
　曾祖父、祖父、父と３代続いた眼科で育ってきました
ので、自分も眼科医になることを疑わず大学を卒業しまし
た。初期研修の際に消化器外科に心が揺れ、「眼科が
合わなければ消化器外科になろう」と思った時期もありま
したが、実際に眼科を半年間ローテーションすると眼科
の魅力に引き込まれ、そのまま眼科に入局を決めました。
　私は眼科の中でも眼形成・涙道という非常にニッチな
分野を専門としております。この分野は眼瞼下垂や内反
症（いわゆる逆まつ毛）、目の周りあるいは眼球の裏側な
どの腫瘍などを扱う分野になります。このニッチな分野と
の出会いは、初期研修中に１か月間お世話になった大阪
回生病院でした。当時、三村真士先生と今川幸宏先生
の二本柱で、大阪あるいは関西トップクラスの眼形成・
涙道診療をされており、ここでダメなら他に行ってもダメだ
ろうというレベルでした。私
が入局するタイミングで三
村先生が大学に戻られ、
眼科全般を学びながら眼
形成・涙道のご指導も賜る
ことが出来ました。１年９か
月大学病院でレジデントとし
て過ごし、その後は池田教

平成 24 年卒（学 61 期）
在学中の所属部活／サッカー部

松浦峻行先生

授のご厚意で大阪回生病院へ出向しました。大阪回生
病院では佐藤文平部長（現大阪回生病院名誉院長）
に内眼を、今川先生に眼形成・涙道をご指導いただき７
年３ヶ月を過ごし開業に至りました。
クリニックの特色を教えてください
　当院は兵庫県揖保郡太子町という人口３万人ちょっと
の小さな町にあります。姫路市の西隣に位置し、最寄り
駅（と言っても２kmほど離れています）はＪＲ網干駅にな
ります。国道旧２号線（現１７９号線）沿いにあり、太子
町ではメインの通り沿いに位置します。現住所では１９４８
年から続き、父が継ぐタイミングで増築改装、私が継ぐタ
イミングで建て替えを行いました。太子町には当院を含め
て眼科クリニックは２つしかありません。お隣の姫路市に
は眼科クリニックや病院はそれなりにありますが、西や北
に向かうと決して多くありません。昔から来ているから、
近くに眼科が無いから、など理由は様 で々すが比較的遠
方からも当院まで受診に来ていただいております。世帯
数は多くないかもしれませんが、広域のかかりつけ眼科と
して機能しているのではないかと思っております。
　土地柄、完全な車社会であり、受診される方のほとん
どが車で来院されます。糖尿病網膜症や網膜剥離など
の眼底疾患は瞳孔を開いて眼底検査をすることが望まし
いのですが、瞳孔を開くと数時間は車の運転が危険にな
ります。そのため当院では広角眼底カメラを取り入れてお
り、できるだけ瞳孔を開かずに眼底を確認できるようにし
ています。私がレジデントのころに出始めた比較的新しい
機械ですが、当院のような田舎のクリニックには欠かせな
いものになります。
　また、専門としている眼形成・涙道も続けるために建て
替えに際して手術室も導入しました。眼形成・涙道の診
療をしている施設は近隣では病院も含めてあまりないため、
たくさんのご紹介もいただいております。一方で多くの施設
で行われている白内障手術などは行っておりませんので、
近隣施設にご紹介させていただいております。できる範囲
にはなりますが自分の専門分野を武器にしながら、他施設
とも共存できる環境で診療ができていると考えています。

開業しました！

ご開業のきっかけについて
　物心ついたころから当院を継ぐつもりで育ってきました
ので、いつかは帰ることを考えていました。大阪回生病
院に赴任して１年半ほどで長男が生まれ、３年後に幼稚
園に入園し、同年次男も生まれました。大阪回生病院
での生活が充実しておりまだまだ帰りたくないなとも思い
つつも、転校や転園をするのは子供の負担になるだろう
と考え、長男が小学校に入学、次男が幼稚園に入園
するタイミングで帰ろうと思い始めました。そのことを父に
相談すると、「体力がもう持たないからそんなに待てな
い」と言われてしまい、開業の話が一気に進んでしまい
ました。ちょうどそのころ、池田教授が退官され、喜田
照代教授が就任されたタイミングでした。喜田教授から
はそろそろ大学に戻ってこないかとお誘いを頂いたので
すが、前述の家庭の事情をお話させてもらったところお
許しを頂きました。大学の体制を整えるにあたり私も候
補に挙げていただいたところ大変心苦しかったのです
が、ご理解いただけたことに感謝しております。
　以前より、私が帰る際はクリニックの建て替えをしよう
と父と話していたので、建築会社との打ち合わせを急ピッ
チで行い、結果的に私の思い描いていた青写真より１
年前倒しで帰ることとなりました。それでも子供を転園さ
せたくないという思いはありましたので、１年間は大阪か
ら通勤しました。幸い、新大阪駅の近くに住んでいたの
で新大阪－姫路間は新幹線を使い Door to Door で１
時間半の通勤でした。ただ、当院は８時半診療開始、
１８時半受付終了なので平日は子供が起きる前に家を出
て子供が寝るか寝ないかの時間に帰宅する生活が続き

ました。また、その間に長女も生まれました。未就学児
が２人いる産前、そして３人になった産後の半年間ずつ
をほぼワンオペで切り抜けてくれた妻には感謝しかありま
せん。１年間の通勤生活が正解だったのかは未だにわ
かりませんが、現在はクリニック近くに転居して家族５人
で当初の予定通りの新生活を送っています。
　ちなみに体力が持たないと言っていた父も、なんだか
んだ言いながら現在も診療を続けてくれています。電子
カルテは未だに一人では使えないのでシュライバーにつ
いてもらっておりゆっくりの診療ですが、１／３ぐらい診て
くれているのではないかと思います。いつか父が引退し
てすべての患者さんを一人で診る日が来ると思うとゾッと
しますが、地元の皆さんの眼の健康を守るために頑張
ろうと思います。
仁泉会の先生方に一言お願いします
　この度は開業のご報告をさせていただく機会を与えて
いただき誠にありがとうございます。開業から１年が経っ
てからのご報告で大変恐縮です。これからも地域で信頼
されるかかりつけ眼科として邁進したいと思います。引き
続きのご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。
　また、先日は仁泉会姫路支部会にお誘いを頂き初め
て参加させていただきました。前支部長の岡村信介先
生をはじめとして周りは大先輩ばかりでしたが、皆様に
気さくに話しかけていただき楽しい時間を過ごすことが
出来ました。年齢も診療科もバラバラですが、初対面
でも構えずにお話ができる、仁泉会の「絆」のようなも
のを感じました。仁泉会の益々のご発展と先生方のご
多幸をお祈り申し上げます。

松浦眼科のご紹介

●所在地 〒６７１-１５２４
 兵庫県揖保郡太子町東保２０-４
●電話 ０７９-２７６-００１０
●診療科目 眼科

●診療時間
月～土 午前   ８：３０～１２：００
月火水金 午後１５：００～１８：３０
※手術は木曜日の午後に行います。
休診日 土曜午後・日曜・祝日
●ホームページ
https://www.matsuura-eyeclinic.com/
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新刊『臨床が変わる！ 医療AI
シンプル・レクチャー・ブック』の
ご案内

東京大学　酒谷 薫（学 30 期）

　このたび、新興医学出版社より新著『臨床が変わる！ 
医療ＡＩシンプル・レクチャー・ブック』を出版いたしまし
たので、ご案内いたします。

　現代の医療においてＡＩの役割がますます重要になっ
ています。特に、画像認識や生成ＡＩによる診断支援な
ど、ＡＩ技術の進展は臨床現場に大きな変革をもたらして
います。一方で、ＡＩ技術の詳細な仕組みやアルゴリズム
を理解することは、臨床医にとって必ずしも必要ではな
いという現実もあります。忙しい日常業務の中で、複雑
なＡＩの解説書を読む余裕はなかなかないでしょう。
そこで、医療ＡＩを実際に使うことになるけれど、高度な
専門知識までは必要としない、そんな方々に向けて本書
を執筆しました。本書は１００ページに満たないコンパクト
な構成でありながら、基本的かつ重要な知識を網羅して
います。目次には「ＡＩとは？」「機械学習とは？」「深層
学習とは？」といった項目が並び、それぞれがシンプルか
つ理解しやすい形で解説されています。
　ＡＩ技術は今後ますます進化し、医療現場におけるそ
の重要性は増す一方です。そんな中で、本書が医師
の皆様にとってＡＩとの対峙に向けたゲートウェイとなり、
日々 の診療に役立つ一冊となることを願っております。
　ぜひこの機会にお手に取っていただき、医療ＡＩの世
界を身近に感じていただければ幸いです。今後ともどう
ぞよろしくお願い申し上げます。

冊 子 切 抜
根本慎太郎先生の記事が日本医事新報No.5219に掲載されていましたのでご紹介いたします。
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読売新聞５月７日

５月７日付読売新聞に、学４３期 川端信司先生の記事が掲載されましたのでご紹介させていただきます。学３５期 森脇真一先生の記事が読売新聞夕刊（２０２４年７月２３日）に掲載されましたのでご紹介いたします。
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学６５期 上迫隼太先生の記事が長野県松本市の市民タイムスに掲載されましたのでご紹介いたします。 根本慎太郎先生の記事が読売新聞夕刊（２０２４年６月１４日）に掲載されましたのでご紹介いたします。
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チャットGPT

厚生労働省の物置

ざんねんなかんじゃ辞典４

ざんねんな落書き

湯たんぽん太（学31期）

まんが第69回

西医体壮行会　開催報告
　令和６年７月５日（金）午後６時から母校地下食
堂にて西医体壮行会が開催されました。仁泉会理
事の中野隆史先生から激励のお言葉とともに援助
金の目録が贈呈されました。

学部１２期　中村隆平先生

令和６年５月１３日慢性腎臓病の為ご逝去。（９３歳）
昭和３８年卒。
母校卒業後、長崎県島原市にて眼科をご開業され地
域医療に貢献されました。
ご遺族　長男　浩平様

学部１６期　佐々木 義信先生

令和５年９月２６日誤嚥性肺炎の為ご逝去。（８１歳）。
昭和４２年卒。
母校卒業後、母校消化器外科に入局されました。枚方
市民病院でのご勤務の傍ら昭和５１年に医学博士の学
位を取得されました。その後、神戸市立西市民病院の
外科に勤務され、昭和６３年に神戸市にて佐々木医院
をご開業され、地域医療に尽くされました。
ご遺族　妻　もと子様

学部２８期　小玉敏宏先生

令和６年６月２５日肝細胞癌の為ご逝去。（７１歳）
昭和５４年卒。
母校卒業後、ひらかた市民病院でご勤務の後、奈良
春日病院にご勤務されておられました。
ご遺族　妻　木綿子様
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TEL ／ 072-682-6166　FAX ／ 072-682-6636
e-mail ／ jimu@jinsenkai.net

編 集 部 よ り

会費納入のお願い

原稿募集のお知らせ

年会費
令和 6年度　10，000 円
令和 5年度　10，000 円
令和 4年度　10，000 円
納入のご協力をよろしくお願い致します。
　　　　　　　　　　　　　　事務局　会計係

仁泉会ニュースの原稿を募集しております。日々の診療
で感じられた事、研究報告、趣味のお話やクラス会や支
部会のご報告なんでも結構です。
ご投稿お待ちしております。
●55 巻 6 号（令和 6年 11 月 1 日発行）
　締切　令和 6年 9月末日
●56 巻 1 号（令和 7年 1月 1日発行）
　締切　令和６年 11 月末日
●送付先：仁泉会事務局　〒569-8686　高槻市大学町 2-7
E-mail：jimu@jinsenkai.net　　FAX:072-682-6636

　本当に「酷暑」という言葉そのものの、今年の夏も
ようやく終わりに近づいたのでしょうか。仁泉会諸先生
方にはお元気でお過ごしのことと存じ上げます。
　今回の仁泉会ニュースには各支部、部活新歓会、
女性医師の会など各種会合の記事を多く寄せていただ
きました。新型コロナ感染症の影響も日々 薄れてきており、
実会場での会合の機会も増えてまいりました。しかしま
だまだ感染は続いておりますので、くれぐれもご注意くだ
さい。記事中、参加されている先生方の中に同級生や
医局、クラブの先輩、後輩などのお名前を見つけると、

健在であることに安堵いたします。これからも支部会等
開催されましたらぜひ仁泉会ニュースへのご寄稿もお願
い致します。
　私事で恐縮ですが、松浦先生が継承、開業なさっ
た松浦眼科のある兵庫県揖保郡太子町は小筆の母の
出里であるたつの市に隣接しています。太子町の名は
聖徳太子に由来しています。先生で四代目になられると
のことですので、もしかしたら先々代あたりの先生に母
がお世話になっていたかも知れません。ご盛業をお祈り
申し上げます。 （治）
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